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調査の概要  

 

１ 調査の目的 

本調査は、「WHO（世界保健機関）地域安全推進協働センター」が推奨するセーフ

コミュニティ活動の推進のため、その前提として郡山市における事故や犯罪、けがな

どの予防・減少に資する現状の把握及び地域の課題や市民の安全に対する意識などの

現状把握を行うことを目的としています。  

 

２ 調査の時期 

平成26年12月5日(金) ～ 19日(金) 

 

３ 調査の対象と調査対象数  

・郡山市に在住の市民を無作為抽出 

・世帯調査：配布数 4,000世帯  

・個人調査：配布数 各世帯に対し個人票を１～３枚とし、計8,796人  

 （世帯における成人数を調査し、最大３人までとして個人票を送付。） 

 

４ 配布、回収方法  

郵送による配布及び回収  

 

５ 回収数と回収率 

・世帯票  配布数 4,000  回収数 1,464  回収率 36.6％ 

・個人票  配布数 8,796  回収数 2,644  回収率 30.1％ 

 

６ 主な質問項目 

・世帯票 年齢や住居地などの基本属性、セーフコミュニティの認識、地域での安全

安心に関する活動への参加状況や参加意向、家庭内における過去 1年間の

事故やけがの状況、家庭での災害等への対策、今後５年間の不安なことな

ど 

 

・個人票 年齢や就労状況などの基本属性、暮らしぶりや地域への愛着、日常の外出  

手段、今後５年間の不安なこと、過去１か月間の健康状況や精神状況など 
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男

54.0%

女

44.5%

無回答

1.5%

性別

20-29歳

3.2%

30-39歳

11.9%

40-49歳

15.0%

50-59歳

19.1%60-64歳

10.5%

65-69歳

12.8%

70-74歳

10.1%

75-79歳

7.6%

80歳以上

8.2%

無回答

1.5%

年齢区分

郡山市アンケート調査 世帯票集計 回答者 1,464人 

 

Q1 性別について 

 性別の割合は、男性 54.0%、女性 44.5%

となっている。 

 

[図表１] 

  人数 割合(%) 

男 790 54.0 

女 652 44.5 

無回答 22 1.5 

合計 1,464 100.0 

 

Q2 年齢区分について 

 年齢区分は、「20-29歳」から「50-59歳」で 49.2%と約５割を占めている。 

 

[図表３] 

  人数 割合(%) 

20-29歳 47 3.2 

30-39歳 174 11.9 

40-49歳 220 15.0 

50-59歳 280 19.1 

60-64歳 154 10.5 

65-69歳 188 12.8 

70-74歳 148 10.1 

75-79歳 111 7.6 

80歳以上 120 8.2 

無回答 22 1.5 

合計 1,464 100.0 

 

Q3 地域区分について 

地域区分は、「旧市内（富田町、大槻町を除く）」が 36.7%で最も高く、次いで「大槻

町」が 10.2%、「安積町」が 9.4%、「富久山町」が 8.5%となっている。 

 

 

[図表２] 

[図表４] 
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[図表５] 

  人数 割合(%) 

旧市内（富田町、大槻町を除く） 537 36.7 

富田町 116 7.9 

大槻町 149 10.2 

安積町 137 9.4 

三穂田町 24 1.6 

逢瀬町 15 1.0 

片平町 31 2.1 

喜久田町 52 3.6 

日和田町 53 3.6 

富久山町 125 8.5 

湖南町 23 1.6 

熱海町 24 1.6 

田村町 87 5.9 

西田町 18 1.2 

中田町 26 1.8 

無回答 47 3.2 

合計 1,464 100.0 

 

[図表６] 

 

旧市内

（富田町、大槻

町を除く）

36.7%

富田町

7.9%大槻町

10.2%

安積町

9.4%

三穂田町

1.6%

逢瀬町

1.0%

片平町

2.1%

喜久田町

3.6%

日和田町

3.6%

富久山町

8.5%

湖南町

1.6%

熱海町

1.6%
田村町

5.9%

西田町

1.2%

中田町

1.8%
無回答

3.2%

地域区分
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1人

10.4%

2人

29.2%

3人

21.2%

4人

16.5%

5人

8.9%

6人

5.1%

7人

2.0%

8人

1.1%

9人

0.1%

10人

0.2%

無回答

5.4%

世帯人数

余裕が

ある

1.8%

やや余

裕があ

る

4.6%

普通で

ある

48.4%

やや苦

しい

28.8%

苦しい

13.8%

無回答

2.5%

経済状況

Q4 世帯人数について 

世帯人数は、「2人」が 29.2%で最も高く、次いで「3人」が 21.2%となっており、「2

人」と「3人」を合わせると５割を占めている。 

 

[図表７] 

  人数 割合(%) 

1人 152 10.4 

2人 428 29.2 

3人 310 21.2 

4人 242 16.5 

5人 130 8.9 

6人 74 5.1 

7人 29 2.0 

8人 16 1.1 

9人 1 0.1 

10人 3 0.2 

無回答 79 5.4 

合計 1,464 100.0 

 

Q5 経済状況について 

経済状況は、「普通である」が 48.4%で最も高く、５割近くを占めている。次いで「や

や苦しい」が 28.8%となっている。 

 

[図表９] 

  人数 割合(%) 

余裕がある 27 1.8 

やや余裕がある 68 4.6 

普通である 709 48.4 

やや苦しい 422 28.8 

苦しい 202 13.8 

無回答 36 2.5 

合計 1,464 100.0 

 

 

 

[図表８] 

[図表 10] 
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よく

知って

いる

1.0%知って

いる

8.1%

あまり

知らない

38.2%

まったく

知らない

50.8%

無回答

2.0%

セーフコミュニティの

周知度

Q6 セーフコミュニティの周知度について 

セーフコミュニティの周知度については、「まったく知らない」が 50.8%で最も高く、

次いで「あまり知らない」が 38.2%となっており、「まったく知らない」と「あまり知

らない」を合わせると約９割を占めている。 

 

[図表 11] 

  人数 割合(%) 

よく知っている 15 1.0 

知っている 118 8.1 

あまり知らない 559 38.2 

まったく知らない 743 50.8 

無回答 29 2.0 

合計 1,464 100.0 

 

 

●年齢層が高いほどセーフコミュニティの周知度が高い。 

年齢別による集計では、「よく知っている」と「少し知っている」を合わせると 75-79

歳が 20.7%と最も高い。 

 

[図表 13] 

 

よく
知っている

知っている
あまり
知らない

まったく
知らない

人数 1 0 11 35 47
割合(%) 2.1 0.0 23.4 74.5 100.0
人数 2 6 42 124 174
割合(%) 1.1 3.4 24.1 71.3 100.0
人数 5 11 60 143 219
割合(%) 2.3 5.0 27.4 65.3 100.0
人数 1 15 120 144 280
割合(%) 0.4 5.4 42.9 51.4 100.0
人数 0 15 70 69 154
割合(%) 0.0 9.7 45.5 44.8 100.0
人数 1 11 96 78 186
割合(%) 0.5 5.9 51.6 41.9 100.0
人数 1 25 60 60 146
割合(%) 0.7 17.1 41.1 41.1 100.0
人数 3 20 55 33 111
割合(%) 2.7 18.0 49.5 29.7 100.0
人数 1 15 43 57 116
割合(%) 0.9 12.9 37.1 49.1 100.0
人数 15 118 557 743 1,433
割合(%) 1.0 8.2 38.9 51.8 100.0

合計

年齢区分 20-29歳

30-39歳

40-49歳

50-59歳

60-64歳

65-69歳

70-74歳

75-79歳

80歳以上

合計

セーフコミュニティの取り組みについて

[図表 12] 
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[図表 14] 

 
 

Q7 取り組みを知った情報媒体について 

セーフコミュニティの取り組みを知った媒体については、「市や地域の広報紙」が

57.9%で最も高く、次いで「テレビ」が 13.5%となっている。 

 

[図表 15] 

  人数 割合(%) 

テレビ 18 13.5 

ラジオ 4 3.0 

市や地域の広報紙 77 57.9 

新聞 8 6.0 

町内会・自治会の活動 7 5.3 

インターネット 4 3.0 

知人から 2 1.5 

その他 4 3.0 

無回答 9 6.8 

合計 133 100.0 

 

 

 

2.1

1.1

2.3

0.4

0.5

0.7

2.7

0.9

1.0

3.4

5.0

5.4

9.7

5.9

17.1

18.0

12.9

8.2

23.4

24.1

27.4

42.9

45.5

51.6

41.1

49.5

37.1

38.9

74.5

71.3

65.3

51.4

44.8

41.9

41.1

29.7

49.1

51.8

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

20-29歳(  47人)

30-39歳( 174人)

40-49歳( 219人)

50-59歳( 280人)

60-64歳( 154人)

65-69歳( 186人)

70-74歳( 146人)

75-79歳( 111人)

80歳以上(116人)

合 計(1,433人)

よく知っている 知っている あまり知らない まったく知らない
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賛成する

36.6%

どちらか

というと

賛成する

31.4%

どちらと

も言えな

い

24.6%

どちらか

というと

賛成

しない

0.7%

賛成

しない

0.5%

無回答

6.1%

セーフコミュニティの

考え方

[図表 16] 

 

 

Q8 セーフコミュニティの考え方について 

セーフコミュニティの考え方については、「賛

成する」が 36.6%で最も高く、次いで「どちら

かというと賛成する」が 31.4%となっており、「賛

成する」と「どちらかというと賛成する」を合

わせると 68.0%と７割近い。 

 

[図表 17] 

  人数 割合(%) 

賛成する 536 36.6 

どちらかというと 

賛成する 
460 31.4 

どちらとも言えない 360 24.6 

どちらかというと 

賛成しない 
10 0.7 

賛成しない 8 0.5 

無回答 90 6.1 

合計 1,464 100.0 

テレビ

13.5%

ラジオ

3.0%

市や地域の広報紙

57.9%

新聞

6.0%

町内会・自治会の

活動

5.3%

インターネット

3.0%

知人から

1.5%

その他

3.0%

無回答

6.8%

取り組みを知った情報媒体について

[図表 18] 
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●全ての年齢層でセーフコミュニティの考え方に賛成が多い。 

 セーフコミュニティの考え方について、全ての年齢層において約７割が賛成している。 

 

[図表 19] 

 

 

[図表 20] 

 

賛成する
どちらかと
いうと賛成
する

どちらとも
言えない

どちらかと
いうと賛成
しない

賛成しない

人数 20 15 10 0 1 46
割合(%) 43.5 32.6 21.7 0.0 2.2 100.0
人数 49 68 52 2 0 171
割合(%) 28.7 39.8 30.4 1.2 0.0 100.0
人数 89 76 47 3 1 216
割合(%) 41.2 35.2 21.8 1.4 0.5 100.0
人数 104 94 77 1 0 276
割合(%) 37.7 34.1 27.9 0.4 0.0 100.0
人数 52 47 48 1 0 148
割合(%) 35.1 31.8 32.4 0.7 0.0 100.0
人数 78 51 39 0 4 172
割合(%) 45.3 29.7 22.7 0.0 2.3 100.0
人数 51 43 38 0 1 133
割合(%) 38.3 32.3 28.6 0.0 0.8 100.0
人数 40 31 25 1 0 97
割合(%) 41.2 32.0 25.8 1.0 0.0 100.0
人数 52 32 21 2 1 108
割合(%) 48.1 29.6 19.4 1.9 0.9 100.0
人数 535 457 357 10 8 1,367
割合(%) 39.1 33.4 26.1 0.7 0.6 100.0

セーフコミュニティの考え方について

合計

年齢区分 20-29歳

30-39歳

40-49歳

50-59歳

60-64歳

65-69歳

70-74歳

75-79歳

80歳以上

合計

43.5

28.7

41.2

37.7

35.1

45.3

38.3

41.2

48.1

39.1

32.6

39.8

35.2

34.1

31.8

29.7

32.3

32.0

29.6

33.4

21.7

30.4

21.8

27.9

32.4

22.7

28.6

25.8

19.4

26.1

1.2

1.4

0.4

0.7

1.0

1.9

0.7

2.2

0.5

2.3

0.8

0.9

0.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

20-29歳(  46人)

30-39歳( 171人)

40-49歳( 216人)

50-59歳( 276人)

60-64歳( 148人)

65-69歳( 172人)

70-74歳( 133人)

75-79歳(  97人)

80歳以上(108人)

合 計(1,367人)

賛成する どちらかというと賛成する どちらとも言えない

どちらかというと賛成しない 賛成しない



9 
 

非常に

関心が

ある

10.0%

少し

関心が

ある

40.6%

どちら

とも言

えない

27.6%

あまり

関心が

ない

14.2%

まった

く関心

がない

3.1%

無回答

4.4%

セーフコミュニティ活動への関心

Q9 セーフコミュニティ活動への関心について 

セーフコミュニティ活動への関心については、

「少し関心がある」が 40.6%で最も高く、次いで「ど

ちらとも言えない」が 27.6%となっている。「非常

に関心がある」と「少し関心がある」を合わせると

５割を占めている。 

 

[図表 21] 

  人数 割合(%) 

非常に関心がある 147 10.0 

少し関心がある 595 40.6 

どちらとも言えない 404 27.6 

あまり関心がない 208 14.2 

まったく関心がない 45 3.1 

無回答 65 4.4 

合計 1,464 100.0 

 

●全ての年齢層でセーフコミュニティ活動への関心が高い 

 セーフコミュニティ活動への関心について、20-29歳においては、約４割程度である

が、30歳以上では、約５割が関心を示している。 

 

[図表 23] 

 

非常に
関心がある

少し
関心がある

どちらとも
言えない

あまり
関心がない

まったく
関心がない

人数 3 15 14 11 3 46
割合(%) 6.5 32.6 30.4 23.9 6.5 100.0
人数 13 70 52 28 11 174

割合(%) 7.5 40.2 29.9 16.1 6.3 100.0

人数 20 94 65 29 8 216

割合(%) 9.3 43.5 30.1 13.4 3.7 100.0

人数 24 113 97 40 5 279

割合(%) 8.6 40.5 34.8 14.3 1.8 100.0
人数 12 67 44 22 6 151
割合(%) 7.9 44.4 29.1 14.6 4.0 100.0
人数 18 82 50 20 7 177
割合(%) 10.2 46.3 28.2 11.3 4.0 100.0
人数 18 61 34 19 2 134
割合(%) 13.4 45.5 25.4 14.2 1.5 100.0
人数 15 48 26 14 0 103
割合(%) 14.6 46.6 25.2 13.6 0.0 100.0
人数 23 41 22 24 3 113
割合(%) 20.4 36.3 19.5 21.2 2.7 100.0
人数 146 591 404 207 45 1,393
割合(%) 10.5 42.4 29.0 14.9 3.2 100.0

セーフコミュニティ活動への関心について

合計

年齢区分 20-29歳

30-39歳

40-49歳

50-59歳

60-64歳

65-69歳

70-74歳

75-79歳

80歳以上

合計

[図表 22] 
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強くそう

思う

1.7%

そう思う

23.1%

どちらと

もいえな

い

40.6%

そう

思わない

25.3%

まったく

そう思わ

ない

6.3%

無回答

3.1%
地域活動の取り組み

[図表 24] 

 
 

Q10 地域課題に対する住民の地域活動の取り組みの熱心度について 

地域課題に対する住民の地域活動の取り組みの熱心度については、「どちらともいえ

ない」が 40.6%でもっとも高く、次いで「そう思わない」が 25.3%、「そう思う」が 23.1%

となっている。「強くそう思う」と「そう思う」を合わせると 24.8%と 3割以下である。 

 

 

[図表 25] 

  人数 割合(%) 

強くそう思う 25 1.7 

そう思う 338 23.1 

どちらとも 

いえない 
594 40.6 

そう思わない 370 25.3 

まったく 

そう思わない 
92 6.3 

無回答 45 3.1 

合計 1,464 100.0 

6.5

7.5

9.3

8.6

7.9

10.2

13.4

14.6

20.4

10.5

32.6

40.2

43.5

40.5

44.4

46.3

45.5

46.6

36.3

42.4

30.4

29.9

30.1

34.8

29.1

28.2

25.4

25.2

19.5

29.0

23.9

16.1

13.4

14.3

14.6

11.3

14.2

13.6

21.2

14.9

6.5

6.3

3.7

1.8

4.0

4.0

1.5

2.7

3.2

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

20-29歳(  46人)

30-39歳( 174人)

40-49歳( 216人)

50-59歳( 279人)

60-64歳( 151人)

65-69歳( 177人)

70-74歳( 134人)

75-79歳( 103人)

80歳以上(113人)

合 計(1,393人)

非常に関心がある 少し関心がある どちらとも言えない

あまり関心がない まったく関心がない

[図表 26] 
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●熱心に地域活動に取り組んでいると思う地域は、湖南町が最も多い。 

 地域ごとによる集計では、「強くそう思う」と「そう思う」を合わせると湖南町が 54.6%

で最も高く、次いで中田町が 46.2%、西田町が 44.5%となっている一方で、逢瀬町が 14.3%、

片平町が 13.8%と地域間で大きな差が見られる。 

 

[図表 27] 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

強く
そう思う

そう思う
どちらとも
いえない

そう
思わない

まったく
そう思わない

人数 12 104 249 139 30 534
割合(%) 2.2 19.5 46.6 26.0 5.6 100.0
人数 0 36 34 34 8 112
割合(%) 0.0 32.1 30.4 30.4 7.1 100.0
人数 0 37 59 45 5 146
割合(%) 0.0 25.3 40.4 30.8 3.4 100.0
人数 1 30 59 32 13 135
割合(%) 0.7 22.2 43.7 23.7 9.6 100.0
人数 0 8 7 5 4 24
割合(%) 0.0 33.3 29.2 20.8 16.7 100.0
人数 0 2 7 4 1 14
割合(%) 0.0 14.3 50.0 28.6 7.1 100.0
人数 0 4 13 12 0 29
割合(%) 0.0 13.8 44.8 41.4 0.0 100.0
人数 1 12 23 11 1 48
割合(%) 2.1 25.0 47.9 22.9 2.1 100.0
人数 2 11 23 13 3 52
割合(%) 3.8 21.2 44.2 25.0 5.8 100.0
人数 0 32 53 27 11 123
割合(%) 0.0 26.0 43.1 22.0 8.9 100.0
人数 2 10 8 1 1 22
割合(%) 9.1 45.5 36.4 4.5 4.5 100.0
人数 2 4 5 9 3 23
割合(%) 8.7 17.4 21.7 39.1 13.0 100.0
人数 1 23 34 19 8 85
割合(%) 1.2 27.1 40.0 22.4 9.4 100.0
人数 1 7 3 7 0 18
割合(%) 5.6 38.9 16.7 38.9 0.0 100.0
人数 2 10 8 5 1 26
割合(%) 7.7 38.5 30.8 19.2 3.8 100.0
人数 24 330 585 363 89 1,391
割合(%) 1.7 23.7 42.1 26.1 6.4 100.0

西田町

片平町

湖南町

熱海町

田村町

合計

富田町

大槻町

安積町

三穂田町

合計

地域課題に対する住民地域活動の取り組みの熱心度について

喜久田町

日和田町

富久山町

地域区分 旧市内
(富田町、大槻町を除く)

中田町

逢瀬町
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[図表 28] 

 

 

●熱心に地域活動に取り組んでいると思う年齢層は、75歳以上が多い。 

 地域課題に地域住民が熱心に取り組んでいると思う年齢層は、75-79 歳が 33.3%、80

歳以上が 33.6%となっている。 

 

[図表 29] 

 

2.2

0.7

2.1

3.8

9.1

8.7

1.2

5.6

7.7

1.7

19.5

32.1

25.3

22.2

33.3

14.3

13.8

25.0

21.2

26.0

45.5

17.4

27.1

38.9

38.5

23.7

46.6

30.4

40.4

43.7

29.2

50.0

44.8

47.9

44.2

43.1

36.4

21.7

40.0

16.7

30.8

42.1

26.0

30.4

30.8

23.7

20.8

28.6

41.4

22.9

25.0

22.0

4.5

39.1

22.4

38.9

19.2

26.1

5.6

7.1

3.4

9.6

16.7

7.1

2.1

5.8

8.9

4.5

13.0

9.4

3.8

6.4

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

旧市内(  534人)

富田町(  112人)

大槻町(  146人)

安積町(  135人)

三穂田町( 24人)

逢瀬町(   14人)

片平町(   29人)

喜久田町( 48人)

日和田町( 52人)

富久山町(123人)

湖南町(   22人)

熱海町(   23人)

田村町(   85人)

西田町(   18人)

中田町(   26人)

合 計(1,391人)

強くそう思う そう思う どちらともいえない そう思わない まったくそう思わない

強く
そう思う

そう思う
どちらとも
いえない

そう
思わない

まったく
そう思わない

人数 0 8 14 17 6 45
割合(%) 0.0 17.8 31.1 37.8 13.3 100.0
人数 0 40 83 35 16 174
割合(%) 0.0 23.0 47.7 20.1 9.2 100.0
人数 6 41 96 65 10 218
割合(%) 2.8 18.8 44.0 29.8 4.6 100.0
人数 1 72 121 68 16 278
割合(%) 0.4 25.9 43.5 24.5 5.8 100.0
人数 2 36 68 37 10 153
割合(%) 1.3 23.5 44.4 24.2 6.5 100.0
人数 2 44 69 58 7 180
割合(%) 1.1 24.4 38.3 32.2 3.9 100.0
人数 2 32 55 40 13 142
割合(%) 1.4 22.5 38.7 28.2 9.2 100.0
人数 6 29 45 19 6 105
割合(%) 5.7 27.6 42.9 18.1 5.7 100.0
人数 6 33 42 28 7 116
割合(%) 5.2 28.4 36.2 24.1 6.0 100.0
人数 25 335 593 367 91 1,411
割合(%) 1.8 23.7 42.0 26.0 6.4 100.0

地域課題に対する住民地域活動の取り組みの熱心度について

合計

年齢区分 20-29歳

30-39歳

40-49歳

50-59歳

60-64歳

65-69歳

70-74歳

75-79歳

80歳以上

合計
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強く

そう思う

11.2%

そう思う

64.0%

どちらと

もいえな

い

18.7%

そう

思わない

2.2%

まったく

そう思わ

ない

0.8%
無回答

3.1%

住民の地域課題に取り組むことの

重要性について

[図表 30] 

 
 

Q11 住民の地域課題に取り組むことの重要性について 

住民の地域課題に取り組むことの重要性については、「そう思う」が 64.0%で最も高

く、次いで「どちらとも言えない」が 18.7%、「強くそう思う」が 11.2%となっている。

「強くそう思う」と「そう思う」を合わせると７割を上回っている。 

 

[図表 31] 

  人数 割合(%) 

強くそう思う 164 11.2 

そう思う 937 64.0 

どちらとも 

いえない 
274 18.7 

そう思わない 32 2.2 

まったく 

そう思わない 
12 0.8 

無回答 45 3.1 

合計 1,464 100.0 

 

 

 

 

2.8

0.4

1.3

1.1

1.4

5.7

5.2

1.8

17.8

23.0

18.8

25.9

23.5

24.4

22.5

27.6

28.4

23.7

31.1

47.7

44.0

43.5

44.4

38.3

38.7

42.9

36.2

42.0

37.8

20.1

29.8

24.5

24.2

32.2

28.2

18.1

24.1

26.0

13.3

9.2

4.6

5.8

6.5

3.9

9.2

5.7

6.0

6.4

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

20-29歳(  45人)

30-39歳( 174人)

40-49歳( 218人)

50-59歳( 278人)

60-64歳( 153人)

65-69歳( 180人)

70-74歳( 142人)

75-79歳( 105人)

80歳以上(116人)

合 計(1,411人)

強くそう思う そう思う どちらともいえない そう思わない まったくそう思わない

[図表 32] 
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●住民の地域課題に取り組むことが重要だと思う地域は、湖南町が最も多い。 

地域ごとよる集計では、「強くそう思う」と「そう思う」を合わせると湖南町が 95.2%

で最も高く、次いで西田町が 83.3%、安積町が 80.9%となっており、すべての地域で７

割を上回っている。 

 

[図表 33] 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

強く
そう思う

そう思う
どちらとも
いえない

そう
思わない

まったく
そう思わない

人数 63 352 107 5 4 531
割合(%) 11.9 66.3 20.2 0.9 0.8 100.0
人数 16 69 25 0 2 112
割合(%) 14.3 61.6 22.3 0.0 1.8 100.0
人数 13 102 29 3 0 147
割合(%) 8.8 69.4 19.7 2.0 0.0 100.0
人数 16 94 21 5 0 136
割合(%) 11.8 69.1 15.4 3.7 0.0 100.0
人数 0 19 4 1 0 24
割合(%) 0.0 79.2 16.7 4.2 0.0 100.0
人数 2 8 3 0 1 14
割合(%) 14.3 57.1 21.4 0.0 7.1 100.0
人数 3 18 7 1 0 29
割合(%) 10.3 62.1 24.1 3.4 0.0 100.0
人数 6 31 8 3 0 48
割合(%) 12.5 64.6 16.7 6.3 0.0 100.0
人数 4 35 10 1 2 52
割合(%) 7.7 67.3 19.2 1.9 3.8 100.0
人数 12 81 22 5 2 122
割合(%) 9.8 66.4 18.0 4.1 1.6 100.0
人数 2 18 0 0 1 21
割合(%) 9.5 85.7 0.0 0.0 4.8 100.0
人数 4 13 5 1 0 23
割合(%) 17.4 56.5 21.7 4.3 0.0 100.0
人数 13 50 19 2 0 84
割合(%) 15.5 59.5 22.6 2.4 0.0 100.0
人数 4 11 3 0 0 18
割合(%) 22.2 61.1 16.7 0.0 0.0 100.0
人数 2 17 3 4 0 26
割合(%) 7.7 65.4 11.5 15.4 0.0 100.0
人数 160 918 266 31 12 1,387
割合(%) 11.5 66.2 19.2 2.2 0.9 100.0

田村町

西田町

中田町

合計

住民の地域課題に取り組む重要性について

合計

地域区分 旧市内
(富田町、大槻町を除く)
富田町

大槻町

安積町

三穂田町

湖南町

熱海町

逢瀬町

片平町

喜久田町

日和田町

富久山町
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[図表 34] 

 
 

●年齢が高いほど重要と感じている。 

 年齢が高くなるにつれて、地域課題に取り組むことは重要だと感じている。 

 

[図表 35] 

 

11.9

14.3

8.8

11.8

14.3

10.3

12.5

7.7

9.8

9.5

17.4

15.5

22.2

7.7

11.5

66.3

61.6

69.4

69.1

79.2

57.1

62.1

64.6

67.3

66.4

85.7

56.5

59.5

61.1

65.4

66.2

20.2

22.3

19.7

15.4

16.7

21.4

24.1

16.7

19.2

18.0

21.7

22.6

16.7

11.5

19.2

0.9

2.0

3.7

4.2

3.4

6.3

1.9

4.1

4.3

2.4

15.4

2.2

0.8

1.8

7.1

3.8

1.6

4.8

0.9

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

旧市内(  531人)

富田町(  112人)

大槻町(  147人)

安積町(  136人)

三穂田町( 24人)

逢瀬町(   14人)

片平町(   29人)

喜久田町( 48人)

日和田町( 52人)

富久山町(122人)

湖南町(   21人)

熱海町(   23人)

田村町(   84人)

西田町(   18人)

中田町(   26人)

合 計(1,387人)

強くそう思う そう思う どちらともいえない そう思わない まったくそう思わない

強く
そう思う

そう思う
どちらとも
いえない

そう
思わない

まったく
そう思わない

人数 4 26 10 6 0 46
割合(%) 8.7 56.5 21.7 13.0 0.0 100.0
人数 19 108 39 4 3 173
割合(%) 11.0 62.4 22.5 2.3 1.7 100.0
人数 27 139 45 5 3 219
割合(%) 12.3 63.5 20.5 2.3 1.4 100.0
人数 21 197 57 2 1 278
割合(%) 7.6 70.9 20.5 0.7 0.4 100.0
人数 13 98 36 5 1 153
割合(%) 8.5 64.1 23.5 3.3 0.7 100.0
人数 24 116 35 4 2 181
割合(%) 13.3 64.1 19.3 2.2 1.1 100.0
人数 19 91 28 2 1 141
割合(%) 13.5 64.5 19.9 1.4 0.7 100.0
人数 13 73 15 2 0 103
割合(%) 12.6 70.9 14.6 1.9 0.0 100.0
人数 20 85 9 2 1 117
割合(%) 17.1 72.6 7.7 1.7 0.9 100.0
人数 160 933 274 32 12 1,411
割合(%) 11.3 66.1 19.4 2.3 0.9 100.0

70-74歳

75-79歳

80歳以上

合計

住民の地域課題の取り組む重要性について

合計

年齢区分 20-29歳

30-39歳

40-49歳

50-59歳

60-64歳

65-69歳
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現在、

取り組ん

でいる

29.0%

以前は

あるが、

現在は取

り組んで

いない

17.0%

取り組ん

だことが

ない

41.6%

無回答

12.4%

自宅内での事故・けがの防止

[図表 36] 

 

 

Q12 現在の地域活動の取り組み状況及び今後の取り組み意思について 

Q12-1 自宅内での事故・けがの防止の活動 

Q12-1_1 現在の取り組み状況 

自宅内での事故・けがの防止活動では、「現在、取り組んでいる」が 29.0%と約３割

近い。年齢別では、70-74歳が 44.7%と最も高く、次いで 30-39歳が 38.7%、80歳以上

が 34.8%となっている。 

 

[図表 37] 

  人数 割合(%) 

現在、 

取り組んでいる 
424 29.0 

以前はあるが、 

現在は取り組んで 

いない 

249 17.0 

取り組んだことが 

ない 
609 41.6 

無回答 182 12.4 

合計 1,464 100.0 

 

8.7

11.0

12.3

7.6

8.5

13.3

13.5

12.6

17.1

11.3

56.5

62.4

63.5

70.9

64.1

64.1

64.5

70.9

72.6

66.1

21.7

22.5

20.5

20.5

23.5

19.3

19.9

14.6

7.7

19.4

13.0

2.3

2.3

0.7

3.3

2.2

1.4

1.9

1.7

2.3

1.7

1.4

0.4

0.7

1.1

0.7

0.9

0.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

20-29歳(  46人)

30-39歳( 173人)

40-49歳( 219人)

50-59歳( 278人)

60-64歳( 153人)

65-69歳( 181人)

70-74歳( 141人)

75-79歳( 103人)

80歳以上(117人)

合 計(1,411人)

強くそう思う そう思う どちらともいえない そう思わない まったくそう思わない

[図表 38] 
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●年齢別取り組み状況 

[図表 39] 

 
 

[図表 40] 

 

自宅内での事故・けがの防止の活動

現在、取り
組んでいる

以前はある
が、現在は
取り組んで
いない

取り組んだ
ことがない

人数 9 7 28 44
割合(%) 20.5 15.9 63.6 100.0
人数 65 31 72 168
割合(%) 38.7 18.5 42.9 100.0
人数 58 37 117 212
割合(%) 27.4 17.5 55.2 100.0
人数 78 55 126 259
割合(%) 30.1 21.2 48.6 100.0
人数 43 29 64 136
割合(%) 31.6 21.3 47.1 100.0
人数 55 33 73 161
割合(%) 34.2 20.5 45.3 100.0
人数 51 18 45 114
割合(%) 44.7 15.8 39.5 100.0
人数 31 15 45 91
割合(%) 34.1 16.5 49.5 100.0
人数 32 24 36 92
割合(%) 34.8 26.1 39.1 100.0
人数 422 249 606 1,277
割合(%) 33.0 19.5 47.5 100.0

合計

年齢区分 20-29歳

30-39歳

40-49歳

50-59歳

60-64歳

65-69歳

70-74歳

75-79歳

80歳以上

合計

20.5

38.7

27.4

30.1

31.6

34.2

44.7

34.1

34.8

33.0

15.9

18.5

17.5

21.2

21.3

20.5

15.8

16.5

26.1

19.5

63.6

42.9

55.2

48.6

47.1

45.3

39.5

49.5

39.1

47.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

20-29歳( 44人)

30-39歳(168人)

40-49歳(212人)

50-59歳(259人)

60-64歳(136人)

65-69歳(161人)

70-74歳(114人)

75-79歳( 91人)

80歳以上(92人)

合 計(1,277人)

現在、取り組んでいる 以前はあるが、現在は取り組んでいない 取り組んだことがない
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取り組

みたい

58.7%
取り組

みたく

ない

0.2%

無回答

41.0%

現在取り組んでいる人の

今後の取り組み意思

取り組

みたい

69.9%
取り組

みたく

ない

2.8%

無回答

27.3%

以前取り組んだことがある人の
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ない

16.1%
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Q12-1_2 現在取り組んでいる人の今後の取り組み意思 

 現在取り組んでいる人の今後の取り組み意

思については、「取り組みたい」が 58.7%と約

６割を占めている。 

 

[図表 41] 

  人数 割合(%) 

取り組みたい 249 58.7 

取り組みたくない 1 0.2 

無回答 174 41.0 

合計 424 100.0 

 

Q12-1_3 以前取り組んだことがある人の今後の取り組み意思 

以前取り組んだことがある人の今後の取り

組み意思については、「取り組みたい」が 69.9%

と約７割を占めている。 

 

[図表 43] 

  人数 割合(%) 

取り組みたい 174 69.9 

取り組みたくない 7 2.8 

無回答 68 27.3 

合計 249 100.0 

 

Q12-1_4 取り組んだことがない人の今後の取り組み意思 

 取り組んだことがない人の今後の取り組み

意思については、「取り組みたい」が 58.0%と

約６割を占めている。 

 

[図表 45] 

  人数 割合(%) 

取り組みたい 353 58.0 

取り組みたくない 98 16.1 

無回答 158 25.9 

合計 609 100.0 

[図表 42] 

[図表 44] 

[図表 46] 
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現在は取

り組んで

いない

16.9%取り組ん

だことが

ない

57.1%

無回答

13.6%

交通安全活動

Q12-2 交通安全活動 

Q12-2_1 現在の取り組み状況 

交通安全活動では、「現在、取り組んでいる」が 12.4%と低い。年齢別では、30-39歳

が 20.7%と最も高く、次いで 80歳以上が 16.9%、40-49歳が 16.1%となっている。 

 

[図表 47] 

  人数 割合(%) 

現在、 

取り組んでいる 
181 12.4 

以前はあるが、 

現在は取り組んで 

いない 

248 16.9 

取り組んだことが 

ない 
836 57.1 

無回答 199 13.6 

合計 1,464 100.0 

 

 

●年齢別取り組み状況 

[図表 49] 

 

現在、取り
組んでいる

以前はある
が、現在は
取り組んで
いない

取り組んだ
ことがない

人数 3 6 34 43
割合(%) 7.0 14.0 79.1 100.0
人数 35 35 99 169
割合(%) 20.7 20.7 58.6 100.0
人数 34 40 137 211
割合(%) 16.1 19.0 64.9 100.0
人数 31 57 170 258
割合(%) 12.0 22.1 65.9 100.0
人数 16 16 101 133
割合(%) 12.0 12.0 75.9 100.0
人数 19 30 106 155
割合(%) 12.3 19.4 68.4 100.0
人数 17 23 74 114
割合(%) 14.9 20.2 64.9 100.0
人数 11 18 59 88
割合(%) 12.5 20.5 67.0 100.0
人数 15 21 53 89
割合(%) 16.9 23.6 59.6 100.0
人数 181 246 833 1,260
割合(%) 14.4 19.5 66.1 100.0

交通安全活動

合計

年齢区分 20-29歳

30-39歳

40-49歳

50-59歳

60-64歳

65-69歳

70-74歳

75-79歳

80歳以上

合計

[図表 48] 
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[図表 50] 

 
 

Q12-2_2 現在取り組んでいる人の今後の取り組み意思 

現在取り組んでいる人の今後の取り組み意

思については、「取り組みたい」が 55.8%と５

割以上を占めている。 

 

[図表 51] 

 
人数 割合(%) 

取り組みたい 101 55.8 

取り組みたくない 2 1.1 

無回答 78 43.1 

合計 181 100.0 

 

Q12-2_3 以前取り組んだことがある人の今後の取り組み意思 

 以前取り組んだことがある人の今後の取り組

み意思については、「取り組みたい」が 62.1%と

６割以上を占めている。 

 

[図表 53] 

  人数 割合(%) 

取り組みたい 154 62.1 

取り組みたくない 23 9.3 

無回答 71 28.6 

合計 248 100.0 

7.0

20.7

16.1

12.0

12.0

12.3

14.9

12.5

16.9

14.4

14.0

20.7

19.0

22.1

12.0

19.4

20.2

20.5

23.6

19.5

79.1

58.6

64.9

65.9

75.9

68.4

64.9

67.0

59.6

66.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

20-29歳( 43人)

30-39歳(169人)

40-49歳(211人)

50-59歳(258人)

60-64歳(133人)

65-69歳(155人)

70-74歳(114人)

75-79歳( 88人)

80歳以上(89人)

合 計(1,260人)

現在、取り組んでいる 以前はあるが、現在は取り組んでいない 取り組んだことがない

[図表 52] 

[図表 54] 
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取り組
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54.5%取り組
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無回答

27.0%
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今後の取り組み意思

現在、

取り組ん

でいる

15.4%

以前は

あるが、

現在は

取り組ん

でいない

24.0%

取り組ん

だことが

ない

47.3%

無回答

13.3%

学校の安全・安心のための活動

Q12-2_4 取り組んだことがない人の今後の取り組み意思 

 取り組んだことがない人の今後の取り組み

意思については、「取り組みたい」が 54.5%と

５割以上を占めている。 

  

[図表 55] 

  人数 割合(%) 

取り組みたい 456 54.5 

取り組みたくない 154 18.4 

無回答 226 27.0 

合計 836 100.0 

 

Q12-3 学校の安全・安心のための活動 

Q12-3_1 現在の取り組み状況 

学校の安全・安心のための活動では、「現在、取り組んでいる」が 15.4%と低い。年

齢別では、30-39歳が 33.1%と最も高く、次いで 40-49 歳が 31.4%、80歳以上が 14.1%

となっている。 

 

[図表 57] 

  人数 割合(%) 

現在、 

取り組んでいる 
226 15.4 

以前はあるが、 

現在は取り組んで 

いない 

351 24.0 

取り組んだことが 

ない 
692 47.3 

無回答 195 13.3 

合計 1,464 100.0 

 

 

 

 

 

 

 

[図表 56] 

[図表 58] 
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●年齢別取り組み状況 

[図表 59] 

 

  

[図表 60] 

 

現在、取り
組んでいる

以前はある
が、現在は
取り組んで
いない

取り組んだ
ことがない

人数 2 9 34 45
割合(%) 4.4 20.0 75.6 100.0
人数 57 29 86 172
割合(%) 33.1 16.9 50.0 100.0
人数 66 55 89 210
割合(%) 31.4 26.2 42.4 100.0
人数 32 104 125 261
割合(%) 12.3 39.8 47.9 100.0
人数 17 27 90 134
割合(%) 12.7 20.1 67.2 100.0
人数 15 41 98 154
割合(%) 9.7 26.6 63.6 100.0
人数 16 30 73 119
割合(%) 13.4 25.2 61.3 100.0
人数 8 30 45 83
割合(%) 9.6 36.1 54.2 100.0
人数 12 24 49 85
割合(%) 14.1 28.2 57.6 100.0
人数 225 349 689 1,263
割合(%) 17.8 27.6 54.6 100.0

学校の安全・安心のための活動

合計

年齢区分 20-29歳

30-39歳

40-49歳

50-59歳

60-64歳

65-69歳

70-74歳

75-79歳

80歳以上

合計

4.4

33.1

31.4

12.3

12.7

9.7

13.4

9.6

14.1

17.8

20.0

16.9

26.2

39.8

20.1

26.6

25.2

36.1

28.2

27.6

75.6

50.0

42.4

47.9

67.2

63.6

61.3

54.2

57.6

54.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

20-29歳( 45人)

30-39歳(172人)

40-49歳(210人)

50-59歳(261人)

60-64歳(134人)

65-69歳(154人)

70-74歳(119人)

75-79歳( 83人)

80歳以上(85人)

合 計(1,263人)

現在、取り組んでいる 以前はあるが、現在は取り組んでいない 取り組んだことがない



23 
 

取り組

みたい

62.8%取り組

みたく

ない

0.9%

無回答

36.3%

現在取り組んでいる人の

今後の取り組み意思

取り組

みたい

55.8%取り組

みたく

ない

14.0%

無回答

30.2%

以前取り組んだことがある人の

今後の取り組み意思

取り組

みたい

47.3%
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みたく

ない

23.1%

無回答

29.6%

取り組んだことがない人の

今後の取り組み意思

Q12-3_2 現在取り組んでいる人の今後の取り組み意思 

 現在取り組んでいる人の今後の取り組み意思

については、「取り組みたい」が 62.8%と６割以

上を占めている。 

[図表 61] 

  人数 割合(%) 

取り組みたい 142 62.8 

取り組みたくない 2 0.9 

無回答 82 36.3 

合計 226 100.0 

 

Q12-3_3 以前取り組んだことがある人の今後の取り組み意思 

以前取り組んだことがある人の今後の取り組

み意思については、「取り組みたい」が 55.8%と

５割以上を占めている。 

[図表 63] 

  人数 割合(%) 

取り組みたい 196 55.8 

取り組みたくない 49 14.0 

無回答 106 30.2 

合計 351 100.0 

 

 

Q12-3_4 取り組んだことがない人の今後の取り組み意思 

 取り組んだことがない人の今後の取り組み

意思については、「取り組みたい」が 47.3%と

約５割を占めている。 

[図表 65] 

  人数 割合(%) 

取り組みたい 327 47.3 

取り組みたくない 160 23.1 

無回答 205 29.6 

合計 692 100.0 

 

 

[図表 62] 

[図表 64] 

[図表 66] 
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16.1%

取り組ん
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ない

39.6%

無回答

18.7%

職場内の安全・安心のための活動

Q12-4 職場内の安全・安心のための活動 

Q12-4_1 現在の取り組み状況 

職場内の安全・安心のための活動では、「現在、取り組んでいる」が 25.5%と低い。

年齢別では、50-59歳が 48.3%と最も高く、次いで 40-49歳が 41.9%、30-39歳が 37.3%

となっている。 

 

[図表 67] 

  人数 割合(%) 

現在、 

取り組んでいる 
374 25.5 

以前はあるが、 

現在は取り組んで 

いない 

236 16.1 

取り組んだことが 

ない 
580 39.6 

無回答 274 18.7 

合計 1,464 100.0 

 

●年齢別取り組み状況 

[図表 69] 

 

現在、取り
組んでいる

以前はある
が、現在は
取り組んで
いない

取り組んだ
ことがない

人数 11 4 27 42
割合(%) 26.2 9.5 64.3 100.0
人数 63 17 89 169
割合(%) 37.3 10.1 52.7 100.0
人数 88 26 96 210
割合(%) 41.9 12.4 45.7 100.0
人数 127 36 100 263
割合(%) 48.3 13.7 38.0 100.0
人数 29 31 69 129
割合(%) 22.5 24.0 53.5 100.0
人数 24 46 72 142
割合(%) 16.9 32.4 50.7 100.0
人数 14 30 53 97
割合(%) 14.4 30.9 54.6 100.0
人数 7 23 34 64
割合(%) 10.9 35.9 53.1 100.0
人数 10 22 38 70
割合(%) 14.3 31.4 54.3 100.0
人数 373 235 578 1,186
割合(%) 31.5 19.8 48.7 100.0

職場内の安全・安心のための活動

合計

年齢区分 20-29歳

30-39歳

40-49歳

50-59歳

60-64歳

65-69歳

70-74歳

75-79歳

80歳以上

合計

[図表 68] 



25 
 

取り組

みたい

67.6%取り組

みたく

ない

2.4%

無回答

29.9%

現在取り組んでいる人の

今後の取り組み意思

取り組

みたい

47.9%
取り組

みたく

ない

18.2%

無回答

33.9%

以前取り組んだことがある人の

今後の取り組み意思

[図表 70] 

 
 

Q12-4_2 現在取り組んでいる人の今後の取り組み意思 

 現在取り組んでいる人の今後の取り組み意思

については、「取り組みたい」が 67.6%と約７割

を占めている。 

[図表 71] 

  人数 割合(%) 

取り組みたい 253 67.6 

取り組みたくない 9 2.4 

無回答 112 29.9 

合計 374 100.0 

 

Q12-4_3 以前取り組んだことがある人の今後の取り組み意思 

以前取り組んだことがある人の今後の取り組

み意思については、「取り組みたい」が 47.9%と

約５割を占めている。 

[図表 73] 

  人数 割合(%) 

取り組みたい 113 47.9 

取り組みたくない 43 18.2 

無回答 80 33.9 

合計 236 100.0 

 

26.2

37.3

41.9

48.3

22.5

16.9

14.4

10.9

14.3

31.5

9.5

10.1

12.4

13.7

24.0

32.4

30.9

35.9

31.4

19.8

64.3

52.7

45.7

38.0

53.5

50.7

54.6

53.1

54.3

48.7

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

20-29歳( 42人)

30-39歳(169人)

40-49歳(210人)

50-59歳(263人)

60-64歳(129人)

65-69歳(142人)

70-74歳( 97人)

75-79歳( 64人)

80歳以上(70人)

合 計(1,186人)

現在、取り組んでいる 以前はあるが、現在は取り組んでいない 取り組んだことがない

[図表 72] 

[図表 74] 
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41.5%

無回答
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余暇・スポーツでの事故・

けがの防止活動

Q12-4_4 取り組んだことがない人の今後の取り組み意思 

取り組んだことがない人の今後の取り組み

意思については、「取り組みたい」が 40.7%と

４割を占めている。 

 

[図表 75] 

  人数 割合(%) 

取り組みたい 236 40.7 

取り組みたくない 148 25.5 

無回答 196 33.8 

合計 580 100.0 

 

 

Q12-5 余暇・スポーツでの事故・けがの防止活動 

Q12-5_1 現在の取り組み状況 

余暇・スポーツでの事故・けがの防止活動では、「現在、取り組んでいる」が 23.0%

と低い。年齢別では、75-79歳が 38.6%と最も高く、次いで 40-49歳が 29.2%、30-39歳

が 28.0%となっている。 

 

[図表 77] 

  人数 割合(%) 

現在、 

取り組んでいる 
336 23.0 

以前はあるが、 

現在は取り組んで 

いない 

313 21.4 

取り組んだことが 

ない 
607 41.5 

無回答 208 14.2 

合計 1,464 100.0 

 

 

 

 

 

 

[図表 76] 

[図表 78] 
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●年齢別取り組み状況 

[図表 79] 

 
 

[図表 80] 

 
 

現在、取り
組んでいる

以前はある
が、現在は
取り組んで
いない

取り組んだ
ことがない

人数 11 10 21 42
割合(%) 26.2 23.8 50.0 100.0
人数 47 39 82 168
割合(%) 28.0 23.2 48.8 100.0
人数 62 56 94 212
割合(%) 29.2 26.4 44.3 100.0
人数 67 75 122 264
割合(%) 25.4 28.4 46.2 100.0
人数 32 30 70 132
割合(%) 24.2 22.7 53.0 100.0
人数 39 41 79 159
割合(%) 24.5 25.8 49.7 100.0
人数 28 23 62 113
割合(%) 24.8 20.4 54.9 100.0
人数 32 18 33 83
割合(%) 38.6 21.7 39.8 100.0
人数 16 21 41 78
割合(%) 20.5 26.9 52.6 100.0
人数 334 313 604 1,251
割合(%) 26.7 25.0 48.3 100.0

余暇･ｽﾎﾟｰﾂでの事故･けがの防止活動

合計

年齢区分 20-29歳

30-39歳

40-49歳

50-59歳

60-64歳

65-69歳

70-74歳

75-79歳

80歳以上

合計

26.2

28.0

29.2

25.4

24.2

24.5

24.8

38.6

20.5

26.7

23.8

23.2

26.4

28.4

22.7

25.8

20.4

21.7

26.9

25.0

50.0

48.8

44.3

46.2

53.0

49.7

54.9

39.8

52.6

48.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

20-29歳( 42人)

30-39歳(168人)

40-49歳(212人)

50-59歳(264人)

60-64歳(132人)

65-69歳(159人)

70-74歳(113人)

75-79歳( 83人)

80歳以上(78人)

合 計(1,251人)

現在、取り組んでいる 以前はあるが、現在は取り組んでいない 取り組んだことがない
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Q12-5_2 現在取り組んでいる人の今後の取り組み意思 

 現在取り組んでいる人の今後の取り組み意

思については、「取り組みたい」が 65.5%と６割

以上を占めている。 

 

[図表 81] 

  人数 割合(%) 

取り組みたい 220 65.5 

取り組みたくない 4 1.2 

無回答 112 33.3 

合計 336 100.0 

 

Q12-5_3 以前取り組んだことがある人の今後の取り組み意思 

 以前取り組んだことがある人の今後の取り組

み意思については、「取り組みたい」が 66.1%と

６割以上を占めている。 

 

[図表 83] 

  人数 割合(%) 

取り組みたい 207 66.1 

取り組みたくない 28 8.9 

無回答 78 24.9 

合計 313 100.0 

 

 

Q12-5_4 取り組んだことがない人の今後の取り組み意思 

取り組んだことがない人の今後の取り組み

意思については、「取り組みたい」が 49.8%と約

５割を占めている。 

[図表 85] 

  人数 割合(%) 

取り組みたい 302 49.8 

取り組みたくない 112 18.5 

無回答 193 31.8 

合計 607 100.0 

[図表 82] 

[図表 84] 

[図表 86] 
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取り組ん

でいない

20.7%

取り組ん

だことが

ない

51.0%

無回答

12.8%

防災活動

Q12-6 防災活動 

Q12-6_1 現在の取り組み状況 

防災活動では、「現在、取り組んでいる」が 15.5%と低い。年齢別では、75-79 歳が

21.4%と最も高く、次いで 30-39歳が 19.5%、50-59歳が 18.8%となっている。 

 

[図表 87] 

  人数 割合(%) 

現在、 

取り組んでいる 
227 15.5 

以前はあるが、 

現在は取り組んで 

いない 

303 20.7 

取り組んだことが 

ない 
747 51.0 

無回答 187 12.8 

合計 1,464 100.0 

 

●年齢別取り組み状況 

[図表 89] 

 

現在、取り
組んでいる

以前はある
が、現在は
取り組んで
いない

取り組んだ
ことがない

人数 6 9 28 43
割合(%) 14.0 20.9 65.1 100.0
人数 33 27 109 169
割合(%) 19.5 16.0 64.5 100.0
人数 39 47 126 212
割合(%) 18.4 22.2 59.4 100.0
人数 50 64 152 266
割合(%) 18.8 24.1 57.1 100.0
人数 22 35 79 136
割合(%) 16.2 25.7 58.1 100.0
人数 28 39 90 157
割合(%) 17.8 24.8 57.3 100.0
人数 19 33 66 118
割合(%) 16.1 28.0 55.9 100.0
人数 18 23 43 84
割合(%) 21.4 27.4 51.2 100.0
人数 12 24 50 86
割合(%) 14.0 27.9 58.1 100.0
人数 227 301 743 1,271
割合(%) 17.9 23.7 58.5 100.0

防災活動

合計

年齢区分 20-29歳

30-39歳

40-49歳

50-59歳

60-64歳

65-69歳

70-74歳

75-79歳

80歳以上

合計

[図表 88] 
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みたく

ない
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今後の取り組み意思

[図表 90] 

 

 

Q12-6_2 現在取り組んでいる人の今後の取り組み意思 

現在取り組んでいる人の今後の取り組み

意思については、「取り組みたい」が 61.2%

と６割を占めている。 

 

[図表 91] 

  人数 割合(%) 

取り組みたい 139 61.2 

取り組みたくない 3 1.3 

無回答 85 37.4 

合計 227 100.0 

  

Q12-6_3 以前取り組んだことがある人の今後の取り組み意思 

以前取り組んだことがある人の今後の取

り組み意思については、「取り組みたい」が

61.4%と６割を占めている。 

 

[図表 93] 

  人数 割合(%) 

取り組みたい 186 61.4 

取り組みたくない 28 9.2 

無回答 89 29.4 

合計 303 100.0 

14.0

19.5

18.4

18.8

16.2

17.8

16.1

21.4

14.0

17.9

20.9

16.0

22.2

24.1

25.7

24.8

28.0

27.4

27.9

23.7

65.1

64.5

59.4

57.1

58.1

57.3

55.9

51.2

58.1

58.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

20-29歳( 43人)

30-39歳(169人)

40-49歳(212人)

50-59歳(266人)

60-64歳(136人)

65-69歳(157人)

70-74歳(118人)

75-79歳( 84人)

80歳以上(86人)

合 計(1,271人)

現在、取り組んでいる 以前はあるが、現在は取り組んでいない 取り組んだことがない

[図表 92] 

[図表 94] 
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取り組

みたい

54.4%取り組

みたく

ない

15.9%

無回答

29.7%

取り組んだことがない人の

今後の取り組み意思

現在、

取り組ん

でいる

11.1%

以前は

あるが、

現在は

取り組ん

でいない

14.7%

取り組ん

だことが

ない

59.4%

無回答

14.8%

子どもの安全・安心のための活動

Q12-6_4 取り組んだことがない人の今後の取り組み意思 

 取り組んだことがない人の今後の取り組み

意思については、「取り組みたい」が 54.4%と

５割以上を占めている。 

 

[図表 95] 

  人数 割合(%) 

取り組みたい 406 54.4 

取り組みたくない 119 15.9 

無回答 222 29.7 

合計 747 100.0 

 

Q12-7 子どもの安全・安心のための活動 

Q12-7_1 現在の取り組み状況 

子どもの安全・安心のための活動では、「現在、取り組んでいる」が 11.1%と低い。

年齢別では、40-49歳が 22.5%と最も高く、次いで 30-39歳が 18.9%、80歳以上が 11.0%

となっている。 

 

[図表 97] 

  人数 割合(%) 

現在、 

取り組んでいる 
162 11.1 

以前はあるが、 

現在は取り組んで 

いない 

215 14.7 

取り組んだことが 

ない 
870 59.4 

無回答 217 14.8 

合計 1,464 100.0 

 

 

 

 

 

 

 

[図表 96] 

[図表 98] 
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●年齢別取り組み状況 

[図表 99] 

 

 

[図表 100] 

 
 

現在、取り
組んでいる

以前はある
が、現在は
取り組んで
いない

取り組んだ
ことがない

人数 2 4 38 44
割合(%) 4.5 9.1 86.4 100.0
人数 32 17 120 169
割合(%) 18.9 10.1 71.0 100.0
人数 47 29 133 209
割合(%) 22.5 13.9 63.6 100.0
人数 25 49 185 259
割合(%) 9.7 18.9 71.4 100.0
人数 14 17 101 132
割合(%) 10.6 12.9 76.5 100.0
人数 14 30 108 152
割合(%) 9.2 19.7 71.1 100.0
人数 11 26 78 115
割合(%) 9.6 22.6 67.8 100.0
人数 8 28 44 80
割合(%) 10.0 35.0 55.0 100.0
人数 9 14 59 82
割合(%) 11.0 17.1 72.0 100.0
人数 162 214 866 1,242
割合(%) 13.0 17.2 69.7 100.0

子どもの安全・安心のための活動

合計

年齢区分 20-29歳

30-39歳

40-49歳

50-59歳

60-64歳

65-69歳

70-74歳

75-79歳

80歳以上

合計

4.5

18.9

22.5

9.7

10.6

9.2

9.6

10.0

11.0

13.0

9.1

10.1

13.9

18.9

12.9

19.7

22.6

35.0

17.1

17.2

86.4

71.0

63.6

71.4

76.5

71.1

67.8

55.0

72.0

69.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

20-29歳( 44人)

30-39歳(169人)

40-49歳(209人)

50-59歳(259人)

60-64歳(132人)

65-69歳(152人)

70-74歳(115人)

75-79歳( 80人)

80歳以上(82人)

合 計(1,242人)

現在、取り組んでいる 以前はあるが、現在は取り組んでいない 取り組んだことがない
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みたい

52.0%取り組

みたく

ない

19.7%

無回答

28.4%

取り組んだことがない人の

今後の取り組み意思

Q12-7_2 現在取り組んでいる人の今後の取り組み意思 

 現在取り組んでいる人の今後の取り組み意

思については、「取り組みたい」が 64.2%と６

割以上を占めている。 

 

[図表 101] 

  人数 割合(%) 

取り組みたい 104 64.2 

取り組みたくない 4 2.5 

無回答 54 33.3 

合計 162 100.0 

 

Q12-7_3 以前取り組んだことがある人の今後の取り組み意思 

 以前取り組んだことがある人の今後の取り

組み意思については、「取り組みたい」が 60.9%

と６割を占めている。 

 

[図表 103] 

  人数 割合(%) 

取り組みたい 131 60.9 

取り組みたくない 13 6.0 

無回答 71 33.0 

合計 215 100.0 

 

Q12-7_4 取り組んだことがない人の取り組み意思 

 取り組んだことがない人の今後の取り組み意

思については、「取り組みたい」が 52.0%と約５

割を占めている。 

 

[図表 105] 

  人数 割合(%) 

取り組みたい 452 52.0 

取り組みたくない 171 19.7 

無回答 247 28.4 

合計 870 100.0 

[図表 102] 

[図表 104] 

[図表 106] 
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現在、

取り組ん

でいる

12.0%

以前は

あるが、

現在は
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でいない

7.7%

取り組ん

だことが

ない

66.3%

無回答

13.9%

高齢者の安全・安心の

ための活動

Q12-8 高齢者の安全・安心のための活動 

Q12-8_1 現在の取り組み状況 

高齢者の安全・安心のための活動では、「現在、取り組んでいる」が 12.0%と低い。

年齢別では、75-79歳が 26.5%と最も高く、次いで 80歳以上が 24.4%、70-74歳が 18.8%

となっている。 

 

[図表 107] 

  人数 割合(%) 

現在、 

取り組んでいる 
176 12.0 

以前はあるが、 

現在は取り組んで 

いない 

113 7.7 

取り組んだことが 

ない 
971 66.3 

無回答 204 13.9 

合計 1,464 100.0 

 

●年齢別取り組み状況 

[図表 109] 

 

現在、取り
組んでいる

以前はある
が、現在は
取り組んで
いない

取り組んだ
ことがない

人数 1 5 37 43
割合(%) 2.3 11.6 86.0 100.0
人数 17 6 146 169
割合(%) 10.1 3.6 86.4 100.0
人数 24 11 173 208
割合(%) 11.5 5.3 83.2 100.0
人数 25 22 212 259
割合(%) 9.7 8.5 81.9 100.0
人数 18 12 102 132
割合(%) 13.6 9.1 77.3 100.0
人数 25 12 121 158
割合(%) 15.8 7.6 76.6 100.0
人数 22 15 80 117
割合(%) 18.8 12.8 68.4 100.0
人数 22 15 46 83
割合(%) 26.5 18.1 55.4 100.0
人数 21 14 51 86
割合(%) 24.4 16.3 59.3 100.0
人数 175 112 968 1,255
割合(%) 13.9 8.9 77.1 100.0

高齢者の安全・安心のための活動

合計

年齢区分 20-29歳

30-39歳

40-49歳

50-59歳

60-64歳

65-69歳

70-74歳

75-79歳

80歳以上

合計

[図表 108] 
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[図表 110] 

 
 

Q12-8_2 現在取り組んでいる人の今後の取り組み意思 

 現在取り組んでいる人の今後の取り組み意思

については、「取り組みたい」が 59.1%と約６割

を占めている。 

 

[図表 111] 

  人数 割合(%) 

取り組みたい 104 59.1 

取り組みたくない 0 0.0 

無回答 72 40.9 

合計 176 100.0 

 

Q12-8_3 以前取り組んだことがある人の今後の取り組み意思 

 以前取り組んだことがある人の今後の取り組

み意思については、「取り組みたい」が 54.9%と

５割以上を占めている。 

 

[図表 113] 

  人数 割合(%) 

取り組みたい 62 54.9 

取り組みたくない 9 8.0 

無回答 42 37.2 

合計 113 100.0 

2.3

10.1

11.5

9.7

13.6

15.8

18.8

26.5

24.4

13.9

11.6

3.6

5.3

8.5

9.1

7.6

12.8

18.1

16.3

8.9

86.0

86.4

83.2

81.9

77.3

76.6

68.4

55.4

59.3

77.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

20-29歳( 43人)

30-39歳(169人)

40-49歳(208人)

50-59歳(259人)

60-64歳(132人)

65-69歳(158人)

70-74歳(117人)

75-79歳( 83人)

80歳以上(86人)

合 計(1,255人)

現在、取り組んでいる 以前はあるが、現在は取り組んでいない 取り組んだことがない

[図表 112] 

[図表 114] 
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無回答

14.0%

自殺・暴力・虐待の予防活動

Q12-8_4 取り組んだことがない人の今後の取り組み意思 

 取り組んだことがない人の今後の取り組み

意思については、「取り組みたい」が 51.2%と

約５割を占めている。 

 

[図表 115] 

  人数 割合(%) 

取り組みたい 497 51.2 

取り組みたくない 211 21.7 

無回答 263 27.1 

合計 971 100.0 

 

 

Q12-9 自殺・暴力・虐待の予防活動 

Q12-9_1 現在の取り組み状況 

自殺・暴力・虐待の予防活動では、「現在、取り組んでいる」が 5.6%と低い。年齢別

では、80歳以上が 11.8%と最も高く、次いで 70-74歳が 10.7%、30-39歳が 7.7%となっ

ている。 

 

[図表 117] 

  人数 割合(%) 

現在、 

取り組んでいる 
82 5.6 

以前はあるが、 

現在は取り組んで 

いない 

82 5.6 

取り組んだことが 

ない 
1095 74.8 

無回答 205 14.0 

合計 1,464 100.0 

 

 

 

 

 

 

[図表 116] 

[図表 118] 
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[図表 119] 

 

 

[図表 120] 

 

現在、取り
組んでいる

以前はある
が、現在は
取り組んで
いない

取り組んだ
ことがない

人数 1 1 41 43
割合(%) 2.3 2.3 95.3 100.0
人数 13 5 151 169
割合(%) 7.7 3.0 89.3 100.0
人数 8 11 190 209
割合(%) 3.8 5.3 90.9 100.0
人数 14 15 231 260
割合(%) 5.4 5.8 88.8 100.0
人数 7 10 118 135
割合(%) 5.2 7.4 87.4 100.0
人数 11 6 138 155
割合(%) 7.1 3.9 89.0 100.0
人数 13 14 95 122
割合(%) 10.7 11.5 77.9 100.0
人数 5 12 59 76
割合(%) 6.6 15.8 77.6 100.0
人数 10 7 68 85
割合(%) 11.8 8.2 80.0 100.0
人数 82 81 1091 1,254
割合(%) 6.5 6.5 87.0 100.0

65-69歳

70-74歳

自殺・暴力・虐待の予防活動

合計

年齢区分 20-29歳

30-39歳

40-49歳

50-59歳

60-64歳

75-79歳

80歳以上

合計

2.3

7.7

3.8

5.4

5.2

7.1

10.7

6.6

11.8

6.5

2.3

3.0

5.3

5.8

7.4

3.9

11.5

15.8

8.2

6.5

95.3

89.3

90.9

88.8

87.4

89.0

77.9

77.6

80.0

87.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

20-29歳( 43人)

30-39歳(169人)

40-49歳(209人)

50-59歳(260人)

60-64歳(135人)

65-69歳(155人)

70-74歳(122人)

75-79歳( 76人)

80歳以上(85人)

合 計(1,254人)

現在、取り組んでいる 以前はあるが、現在は取り組んでいない 取り組んだことがない
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Q12-9_2 現在取り組んでいる人の今後の取り組み意思 

 現在取り組んでいる人の今後の取り組み意思

については、「取り組みたい」が 52.4%と５割以

上を占めている。 

 

[図表 121] 

  人数 割合(%) 

取り組みたい 43 52.4 

取り組みたくない 0 0.0 

無回答 39 47.6 

合計 82 100.0 

 

Q12-9_3 以前取り組んだことがある人の今後の取り組み意思 

 以前取り組んだことがある人の今後の取り組

み意思については、「取り組みたい」が 56.1%と

５割以上を占めている。 

 

[図表 123] 

  人数 割合(%) 

取り組みたい 46 56.1 

取り組みたくない 4 4.9 

無回答 32 39.0 

合計 82 100.0 

 

Q12-9_4 取り組んだことがない人の今後の取り組み意思 

 取り組んだことがない人の今後の取り組み意

思については、「取り組みたい」が 44.7%と４割

以上を占めている。 

 

[図表 125] 

  人数 割合(%) 

取り組みたい 489 44.7 

取り組みたくない 301 27.5 

無回答 305 27.9 

合計 1,095 100.0 

[図表 122] 

[図表 124] 

[図表 126] 
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Q12-10 防犯活動 

Q12-10_1 現在の取り組み状況 

防犯活動では、「現在、取り組んでいる」が 10.1%と低い。年齢別では、75-79 歳が

16.3%と最も高く、次いで 80歳以上が 15.5%、30-39歳が 15.0%となっている。 

 

[図表 127] 

  人数 割合(%) 

現在、 

取り組んでいる 
148 10.1 

以前はあるが、 

現在は取り組んで 

いない 

216 14.8 

取り組んだことが 

ない 
897 61.3 

無回答 203 13.9 

合計 1,464 100.0 

 

●年齢別取り組み状況 

[図表 129] 

 

現在、取り
組んでいる

以前はある
が、現在は
取り組んで
いない

取り組んだ
ことがない

人数 1 1 41 43
割合(%) 2.3 2.3 95.3 100.0
人数 25 12 130 167
割合(%) 15.0 7.2 77.8 100.0
人数 20 38 154 212
割合(%) 9.4 17.9 72.6 100.0
人数 27 60 172 259
割合(%) 10.4 23.2 66.4 100.0
人数 13 19 106 138
割合(%) 9.4 13.8 76.8 100.0
人数 19 23 116 158
割合(%) 12.0 14.6 73.4 100.0
人数 17 22 76 115
割合(%) 14.8 19.1 66.1 100.0
人数 13 22 45 80
割合(%) 16.3 27.5 56.3 100.0
人数 13 16 55 84
割合(%) 15.5 19.0 65.5 100.0
人数 148 213 895 1,256
割合(%) 11.8 17.0 71.3 100.0

防犯活動

合計

60-64歳

65-69歳

70-74歳

75-79歳

80歳以上

合計

年齢区分 20-29歳

30-39歳

40-49歳

50-59歳

[図表 128] 
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取り組

みたい

60.1%

取り組

みたく

ない

1.4%

無回答

38.5%

現在取り組んでいる人の

今後の取り組み意思

取り組

みたい

56.9%取り組

みたく

ない

13.9%

無回答

29.2%

以前取り組んだことがある人の

今後の取り組み意思

[図表 130] 

 
 

Q12-10_2 現在取り組んでいる人の今後の取り組み意思 

 現在取り組んでいる人の今後の取り組み意

思については、「取り組みたい」が 60.1%と６割

を占めている。 

 

[図表 131] 

  人数 割合(%) 

取り組みたい 89 60.1 

取り組みたくない 2 1.4 

無回答 57 38.5 

合計 148 100.0 

 

Q12-10_3 以前取り組んだことがある人の取り組み意思 

 以前取り組んだことがある人の今後の取り

組み意思については、「取り組みたい」が 56.9%

と約６割を占めている。 

 

[図表 133] 

  人数 割合(%) 

取り組みたい 123 56.9 

取り組みたくない 30 13.9 

無回答 63 29.2 

合計 216 100.0 

2.3

15.0

9.4

10.4

9.4

12.0

14.8

16.3

15.5

11.8

2.3

7.2

17.9

23.2

13.8

14.6

19.1

27.5

19.0

17.0

95.3

77.8

72.6

66.4

76.8

73.4

66.1

56.3

65.5

71.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

20-29歳( 43人)

30-39歳(167人)

40-49歳(212人)

50-59歳(259人)

60-64歳(138人)

65-69歳(158人)

70-74歳(115人)

75-79歳( 80人)

80歳以上(84人)

合 計(1,256人)

現在、取り組んでいる 以前はあるが、現在は取り組んでいない 取り組んだことがない

[図表 132] 

[図表 134] 



41 
 

取り組

みたい

43.8%
取り組

みたく

ない

27.8%

無回答

28.4%

取り組んだことがない人の

今後の取り組み意思

Q12-10_4 取り組んだことがない人の今後の取り組み意思 

 取り組んだことがない人の今後の取り組み

意思については、「取り組みたい」が 43.8%と

４割以上を占めている。 

 

[図表 135] 

  人数 割合(%) 

取り組みたい 393 43.8 

取り組みたくない 249 27.8 

無回答 255 28.4 

合計 897 100.0 

 

 

 

Q13 過去１年間の年代別けがの有無とその内容について 

Q13-1 就学前の子ども 

Q13-1_1 事故やけがをした場所 

就学前の子どもの過去１年間の事故やけがをした場所は、「自宅内及びその周辺」が

46.7%と最も高く、次いで「学校・保育園・幼稚園」が 33.3%となっている。 

 

[図表 137] 

  人数 割合(%) 

自宅内及びその周辺 14 46.7 

道路・歩道 3 10.0 

商業・飲食・娯楽施設 1 3.3 

学校・保育園・幼稚園 10 33.3 

スポーツ・余暇施設 1 3.3 

その他 1 3.3 

合計 30 100.0 

 

 

 

 

 

 

 

[図表 136] 
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[図表 138] 

 

 

Q13-1_2 事故やけがの種類 

就学前の子どもの過去１年間の事故やけがの種類は、「転倒・転落（交通事故以外）」

が 46.7%と最も高く、次いで「ドアやものによる挟まれ・加圧・打撲など」が 16.7%と

なっている。 

  

[図表 139] 

  人数 割合(%) 

交通事故（車や自転車との接触・衝突） 1 3.3 

転倒・転落（交通事故以外） 14 46.7 

ドアやものによる挟まれ・加圧・打撲など 5 16.7 

虫や動物による刺し傷・咬傷 1 3.3 

火や熱湯などによるやけど 3 10.0 

異物などの誤飲 2 6.7 

暴力によるけが(犯罪や虐待の被害を含む) 0 0.0 

その他 4 13.3 

合計 30 100.0 

 

 

 

 

 

46.7

10.0

3.3

33.3

3.3

3.3

0% 10% 20% 30% 40% 50%

自宅内及びその周辺

道路・歩道

商業・飲食・娯楽施設

学校・保育園・幼稚園

スポーツ・余暇施設

その他

場所



43 
 

[図表 140] 

 
 

Q13-1_3 病院等での治療の有無 

就学前の子どもの過去１年間の病院等での治療状況は、「病院等に行った（通院のみ）」

が 56.7%と最も高く、次いで「けがをしたが、病院等には行かなかった」が 23.3%とな

っている。 

[図表 141] 

  人数 割合(%) 

事故にあったが、けがはしなかった 3 10.0 

けがをしたが、病院等には行かなかった 7 23.3 

病院等に行った(通院のみ) 17 56.7 

病院等に行った(入院あり) 3 10.0 

合計 30 100.0 

 

[図表 142] 
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虫や動物による刺し傷・咬傷

火や熱湯などによるやけど

異物などの誤飲

暴力によるけが(犯罪や虐待の被害を含む)

その他

事故やけがの種類

10.0

23.3

56.7

10.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

事故にあったが、けがはしなかった

けがをしたが、病院等には行かなかった

病院等に行った(通院のみ)

病院等に行った(入院あり)

治療の有無
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Q13-2 小学生 

Q13-2_1 事故やけがをした場所 

学生の過去１年間の事故やけがをした場所は、「学校・保育園・幼稚園」が 30.4%と

最も高く、次いで「自宅内及びその周辺」が 28.3%となっている。 

 

[図表 143] 

  人数 割合(%) 

自宅内及びその周辺 13 28.3 

道路・歩道 7 15.2 

商業・飲食・娯楽施設 0 0.0 

学校・保育園・幼稚園 14 30.4 

スポーツ・余暇施設 9 19.6 

その他 3 6.5 

合計 46 100.0 

 

[図表 144] 

 

 

Q13-2_2 事故やけがの種類 

小学生の過去１年間の事故やけがの種類は、「転倒・転落（交通事故以外）」が 60.9%

と最も高く、次いで「ドアやものによる挟まれ・加圧・打撲など」が 13.0%となってい

る。 

 

28.3

15.2

0.0

30.4

19.6

6.5

0% 10% 20% 30% 40%

自宅内及びその周辺

道路・歩道

商業・飲食・娯楽施設

学校・保育園・幼稚園

スポーツ・余暇施設

その他

場所



45 
 

[図表 145] 

  人数 割合(%) 

交通事故（車や自転車との接触・衝突） 2 4.3 

転倒・転落（交通事故以外） 28 60.9 

ドアやものによる挟まれ・加圧・打撲など 6 13.0 

虫や動物による刺し傷・咬傷 1 2.2 

火や熱湯などによるやけど 1 2.2 

異物などの誤飲 1 2.2 

暴力によるけが(犯罪や虐待の被害を含む) 0 0.0 

その他 7 15.2 

合計 46 100.0 

 

[図表 146] 

 

 

Q13-2_3 病院等での治療の有無 

小学生の過去１年間の病院等での治療状況は、「病院等に行った（通院のみ）」が 73.9%

と最も高く、次いで「けがをしたが、病院等には行かなかった」が 23.9%となっている。 
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ドアやものによる挟まれ・加圧・打撲など

虫や動物による刺し傷・咬傷

火や熱湯などによるやけど

異物などの誤飲

暴力によるけが(犯罪や虐待の被害を含む)

その他

事故やけがの種類
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[図表 147] 

  人数 割合(%) 

事故にあったが、けがはしなかった 0 0.0 

けがをしたが、病院等には行かなかった 11 23.9 

病院等に行った(通院のみ) 34 73.9 

病院等に行った(入院あり) 1 2.2 

合計 46 100.0 

  

[図表 148] 

 
 

Q13-3 中学生  

Q13-3_1 事故やけがをした場所 

中学生の過去１年間の事故やけがをした場所は、「学校・保育園・幼稚園」が 34.6%

と最も高く、次いで「道路・歩道」と「スポーツ・余暇施設」が 30.8%となっている。 

 

[図表 149] 

  人数 割合(%) 

自宅内及びその周辺 1 3.8 

道路・歩道 8 30.8 

商業・飲食・娯楽施設 0 0.0 

学校・保育園・幼稚園 9 34.6 

スポーツ・余暇施設 8 30.8 

その他 0 0.0 

合計 26 100.0 
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けがをしたが、病院等には行かなかった

病院等に行った(通院のみ)

病院等に行った(入院あり)

治療の有無
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[図表 150] 

 
 

Q13-3_2 事故やけがの種類 

中学生の過去１年間の事故やけがの種類は、「転倒・転落（交通事故以外）」が 53.8%

と最も高く、次いで「交通事故（車や自転車との接触・衝突）」が 11.5%となっている。 

 

[図表 151] 

  人数 割合(%) 

交通事故（車や自転車との接触・衝突） 3 11.5 

転倒・転落（交通事故以外） 14 53.8 

ドアやものによる挟まれ・加圧・打撲など 1 3.8 

虫や動物による刺し傷・咬傷 0 0.0 

火や熱湯などによるやけど 0 0.0 

異物などの誤飲 0 0.0 

暴力によるけが(犯罪や虐待の被害を含む) 2 7.7 

その他 6 23.1 

合計 26 100.0 
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[図表 152] 

 
 

Q13-3_3 病院等での治療の有無 

中学生の過去１年間の病院等での治療状況は、「病院等に行った（通院のみ）」が 65.4%

と最も高く、次いで「けがをしたが、病院等には行かなかった(入院あり)」が 23.1%と

なっている。 

[図表 153] 

  人数 割合(%) 

事故にあったが、けがはしなかった 1 3.8 

けがをしたが、病院等には行かなかった 6 23.1 

病院等に行った(通院のみ) 17 65.4 

病院等に行った(入院あり) 2 7.7 

合計 26 100.0 

  

[図表 154] 
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Q13-4 高校生以上の学生 

Q13-4_1 事故やけがをした場所 

高校生以上の学生の過去１年間の事故やけがをした場所は、「道路・歩道」が 45.8%

と最も高く、次いで「学校・保育園・幼稚園」が 25.0%となっている。 

 

[図表 155] 

  人数 割合(%) 

自宅内及びその周辺 1 4.2 

道路・歩道 11 45.8 

商業・飲食・娯楽施設 0 0.0 

学校・保育園・幼稚園 6 25.0 

スポーツ・余暇施設 4 16.7 

勤務先 1 4.2 

その他 1 4.2 

合計 24 100.0 

 

[図表 156] 
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Q13-4_2 事故やけがの種類 

高校生の過去１年間の事故やけがの種類は、「交通事故（車や自転車との接触・衝突）」

が 37.5%と最も高く、次いで「転倒・転落（交通事故以外）」が 29.2%となっている。 

 

[図表 157] 

  人数 割合(%) 

交通事故（車や自転車との接触・衝突） 9 37.5 

転倒・転落（交通事故以外） 7 29.2 

ドアやものによる挟まれ・加圧・打撲など 1 4.2 

虫や動物による刺し傷・咬傷 0 0.0 

火や熱湯などによるやけど 2 8.3 

異物などの誤飲 0 0.0 

暴力によるけが(犯罪や虐待の被害を含む) 0 0.0 

その他 5 20.8 

合計 24 100.0 

 

[図表 158] 

 

 

Q13-4_3 病院等での治療の有無 

高校生の過去１年間の病院等での治療状況は、「病院等に行った（通院のみ）」が 87.5%

と最も高く、次いで「事故にあったが、けがはしなかった」が 8.3%となっている。 
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[図表 159] 

  人数 割合(%) 

事故にあったが、けがはしなかった 2 8.3 

けがをしたが、病院等には行かなかった 1 4.2 

病院等に行った(通院のみ) 21 87.5 

病院等に行った(入院あり) 0 0.0 

合計 24 100.0 

 

[図表 160] 

 
 

Q13-5 学生以外の 15歳～64歳の方 

Q13-5_1 事故やけがをした場所 

学生以外の 15歳～64歳の方の過去１年間の事故やけがをした場所は、「道路・歩道」

が 44.7%と最も高く、次いで「自宅内及びその周辺」が 23.7%となっている。 

 

[図表 161] 

  人数 割合(%) 

自宅内及びその周辺 36 23.7 

道路・歩道 68 44.7 

商業・飲食・娯楽施設 2 1.3 

学校・保育園・幼稚園 1 0.7 

スポーツ・余暇施設 17 11.2 

勤務先 21 13.8 

その他 7 4.6 

合計 152 100.0 
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[図表 162] 

 

 

Q13-5_2 事故やけがの種類 

学生以外の 15 歳～64 歳の方の過去１年間の事故やけがの種類は、「交通事故（車や

自転車との接触・衝突）」が 39.5%と最も高く、次いで「転倒・転落（交通事故以外）」

が 35.5%となっている。 

 

[図表 163] 

  人数 割合(%) 

交通事故（車や自転車との接触・衝突） 60 39.5 

転倒・転落（交通事故以外） 54 35.5 

ドアやものによる挟まれ・加圧・打撲など 12 7.9 

虫や動物による刺し傷・咬傷 4 2.6 

火や熱湯などによるやけど 7 4.6 

異物などの誤飲 0 0.0 

暴力によるけが(犯罪や虐待の被害を含む) 0 0.0 

その他 15 9.9 

合計 152 100.0 
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[図表 164] 

 

 

Q13-5_3 病院等での治療の有無 

学生以外の 15 歳～64 歳の方の過去１年間の病院等での治療状況は、「病院等に行っ

た(通院のみ）」と「病院等に行った(入院あり)」を合わせると 69.7%と約７割を占めて

いる。 

 

[図表 165] 

  人数 割合(%) 

事故にあったが、けがはしなかった 23 15.1 

けがをしたが、病院等には行かなかった 23 15.1 

病院等に行った(通院のみ) 94 61.8 

病院等に行った(入院あり) 12 7.9 

合計 152 100.0 

 

[図表 166] 
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Q13-6 65歳以上の方 

Q13-6_1 事故やけがをした場所 

65 歳以上の方の過去 1 年間の事故やけがをした場所は、「自宅内及びその周辺」が

50.5%と最も高く、次いで「道路・歩道」が 37.9%となっている。 

 

[図表 167] 

  人数 割合(%) 

自宅内及びその周辺 52 50.5 

道路・歩道 39 37.9 

商業・飲食・娯楽施設 3 2.9 

学校・保育園・幼稚園 0 0.0 

スポーツ・余暇施設 3 2.9 

勤務先 3 2.9 

その他 3 2.9 

合計 103 100.0 

 

[図表 168] 

 
 

 

Q13-6_2 事故やけがの種類 

65 歳以上の方の過去１年間の事故やけがの種類は、「転倒・転落（交通事故以外）」

が 60.2%と最も高く、次いで「交通事故（車や自転車との接触・衝突）」が 30.1%とな

っている。 
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 [図表 169] 

  人数 割合(%) 

交通事故（車や自転車との接触・衝突） 31 30.1 

転倒・転落（交通事故以外） 62 60.2 

ドアやものによる挟まれ・加圧・打撲など 2 1.9 

虫や動物による刺し傷・咬傷 1 1.0 

火や熱湯などによるやけど 1 1.0 

異物などの誤飲 0 0.0 

暴力によるけが(犯罪や虐待の被害を含む) 0 0.0 

その他 6 5.8 

合計 103 100.0 

 

[図表 170] 

 

 

Q13-6_3 病院等での治療の有無 

65歳以上の方の過去１年間の病院等での治療状況は、「病院等に行った（通院のみ）」

と「病院等に行った(入院あり)」を合わせると 83.5%と 8割を超えている。 
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[図表 171] 

  人数 割合(%) 

事故にあったが、けがはしなかった 8 7.8 

けがをしたが、病院等には行かなかった 9 8.7 

病院等に行った(通院のみ) 58 56.3 

病院等に行った(入院あり) 28 27.2 

合計 103 100.0 

 

[図表 172] 

 

 

Q14 過去 1年間にまきこまれたことのある犯罪について 回答者 105人 複数回答 

 過去１年間でまきこまれたことのある犯罪では、「自転車の盗難」が 26.7%と最も高

く、次いで「空き巣・忍び込み」が 19.0%となっている。 

 

[図表 173] 

  人数 割合(%) 

ひったくり 8 7.6 

自転車の盗難 28 26.7 

オートバイの盗難 2 1.9 

自動車の盗難 6 5.7 

傷害 2 1.9 

器物破損 10 9.5 

空き巣・忍び込み 20 19.0 

自動車の部品や積載物の盗難 10 9.5 

恐喝 1 1.0 

痴漢 2 1.9 

その他 35 33.3 

7.8

8.7

56.3

27.2

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

事故にあったが、けがはしなかった

けがをしたが、病院等には行かなかった

病院等に行った(通院のみ)

病院等に行った(入院あり)

治療の有無
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[図表 174] 

 

 

Q15 犯罪対策について 回答者 1,308人 複数回答 

 家庭での犯罪対策については、「外出時・就寝時の戸締りを心がけている」が 92.8%

と最も高く、次いで「夜間に外灯や玄関灯をつけている」が 49.1%となっている。 

 

[図表 175] 

  人数 割合(%) 

安全・安心メール等への登録 139 10.6 

自転車の防犯登録 623 47.6 

夜間に外灯や玄関灯をつけている 642 49.1 

外出時・就寝時の戸締りを心がけている 1,214 92.8 

民間企業によるホーム・セキュリティサービスの利用 65 5.0 

犯罪に備えての保険加入 88 6.7 

地域パトロール活動に参加 53 4.1 

その他 28 2.1 
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空き巣・忍び込み
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恐喝

痴漢

その他

過去１年間でまきこまれたことのある犯罪 回答者105人 複数回答
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[図表 176] 

 

 

Q16 過去に経験したことのある災害について 回答者 1,131人 複数回答 

 これまでに経験したことのある災害については、「地震による被害を経験した」が

95.3%と最も高く、次いで「風水害を経験した」が 14.2%となっている。 

 

[図表 177] 

  人数 割合(%) 

地震による被害を経験した 1,078 95.3 

風水害を経験した 161 14.2 

土砂災害を経験した 14 1.2 

火災を経験した 69 6.1 

その他 21 1.9 

 

[図表 178] 
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民間企業によるホーム・セキュリティサービスの利用
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犯罪対策について 回答者1,308人 複数回答
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過去に経験したことのある災害について 回答者1,131人 複数回答
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Q17 家庭での災害対策について 回答者 1,190人 複数回答 

 家庭での災害対策については、「住宅用火災警報器の設置」が 51.5%で最も高く、次

いで「家具などの固定・補強」が 50.3%、「非常持ち出し品の用意・食糧の備蓄」が 47.6%

となっている。 

 

[図表 179] 

  人数 割合(%) 

安全・安心メール等への登録 191 16.1 

建物の耐震診断、建物や塀(へい)の補強 229 19.2 

家具などの固定・補強 599 50.3 

非常持ち出し品の用意・食糧の備蓄 567 47.6 

避難経路・避難場所の確認 327 27.5 

地域の人たちとの災害時の役割分担の話し合い 38 3.2 

消火器・バケツの用意 308 25.9 

住宅用火災警報器の設置 613 51.5 

避難訓練・防災訓練への参加 127 10.7 

その他 26 2.2 

 

[図表 180] 
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非常に

不安で

ある

10.2%

不安で

ある

34.2%
あまり

不安で

ない

35.9%

まったく

不安で

ない

8.1%

無回答

11.5%

自宅での転倒・転落等による

事故・けが

Q18 これから５年間に事故や犯罪、災害に対する不安の程度について 

Q18-1 自宅での転倒・転落等による事故・けが 

自宅での転倒・転落等による事故・けがについては、「非常に不安である」が 10.2%、

「不安である」が 34.2%と不安を感じている人が４割以上を占めている。 

 年齢別では、「非常に不安である」と「不安である」を合わせると 80歳以上が 83.0%

で最も高く、次いで 75-79歳以上が 70.7%、65-69歳が 60.4%となっている。 

 

 

[図表 181] 

  人数 割合(%) 

非常に不安である 150 10.2 

不安である 501 34.2 

あまり不安でない 526 35.9 

まったく不安でない 118 8.1 

無回答 169 11.5 

合計 1,464 100.0 

 

 

 

●年齢別不安の程度 

[図表 183] 

 

非常に
不安である

不安である
あまり
不安でない

まったく
不安でない

人数 7 9 14 12 42
割合(%) 16.7 21.4 33.3 28.6 100.0
人数 8 46 87 25 166
割合(%) 4.8 27.7 52.4 15.1 100.0
人数 15 57 109 27 208
割合(%) 7.2 27.4 52.4 13.0 100.0
人数 24 87 123 23 257
割合(%) 9.3 33.9 47.9 8.9 100.0
人数 15 60 51 9 135
割合(%) 11.1 44.4 37.8 6.7 100.0
人数 16 80 53 10 159
割合(%) 10.1 50.3 33.3 6.3 100.0
人数 13 65 46 6 130
割合(%) 10.0 50.0 35.4 4.6 100.0
人数 16 49 23 4 92
割合(%) 17.4 53.3 25.0 4.3 100.0
人数 36 47 15 2 100
割合(%) 36.0 47.0 15.0 2.0 100.0
人数 150 500 521 118 1,289
割合(%) 11.6 38.8 40.4 9.2 100.0

自宅での転倒・転落等による事故・けが

合計

年齢区分 20-29歳

30-39歳

40-49歳

50-59歳

60-64歳

65-69歳

70-74歳

75-79歳

80歳以上

合計

[図表 182] 
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不安で
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11.8%

不安で

ある

39.6%

あまり

不安で
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まったく

不安で

ない

4.6%

無回答

12.1%

外出時の転倒・転落等による

事故・けが

[図表 184] 

 

 

Q18-2 外出時の転倒・転落等による事故・けが 

外出時の転倒・転落等による事故・けがでは、「非常に不安である」が 11.8%、「不安

である」が 39.6%と不安を感じている人が５割を占めている。 

年齢別では、「非常に不安である」と「不安である」を合わせると 80歳以上が 86.6%

と最も高く、次いで 75-79歳が 69.1%、65-69歳が 67.3%となっている。 

 

[図表 185] 

  人数 割合(%) 

非常に不安である 173 11.8 

不安である 580 39.6 

あまり不安でない 466 31.8 

まったく不安でない 68 4.6 

無回答 177 12.1 

合計 1,464 100.0 
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[図表 186] 
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●年齢別不安の程度 

[図表 187] 

 
 

[図表 188] 

 

非常に
不安である

不安である
あまり

不安でない
まったく
不安でない

人数 9 13 12 8 42
割合(%) 21.4 31.0 28.6 19.0 100.0
人数 13 60 76 16 165
割合(%) 7.9 36.4 46.1 9.7 100.0
人数 21 76 95 17 209
割合(%) 10.0 36.4 45.5 8.1 100.0
人数 35 100 112 8 255
割合(%) 13.7 39.2 43.9 3.1 100.0
人数 15 69 44 6 134
割合(%) 11.2 51.5 32.8 4.5 100.0
人数 18 89 45 7 159
割合(%) 11.3 56.0 28.3 4.4 100.0
人数 12 72 40 2 126
割合(%) 9.5 57.1 31.7 1.6 100.0
人数 16 49 26 3 94
割合(%) 17.0 52.1 27.7 3.2 100.0
人数 34 50 12 1 97
割合(%) 35.1 51.5 12.4 1.0 100.0
人数 173 578 462 68 1,281
割合(%) 13.5 45.1 36.1 5.3 100.0

外出時の転倒・転落等による事故・けが

合計

年齢区分 20-29歳

30-39歳

40-49歳

50-59歳

60-64歳

65-69歳

70-74歳

75-79歳

80歳以上

合計
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80歳以上(97人)

合 計(1,281人)

非常に不安である 不安である あまり不安でない まったく不安でない
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非常に

不安で

ある

22.9%

不安で

ある

48.0%

あまり

不安で

ない

15.1%

まったく

不安で

ない

1.7%

無回答

12.3%

交通事故によるけが

Q18-3 交通事故によるけが 

交通事故によるけがでは、「非常に不安である」が 22.9%、「不安である」が 48.0%と

不安を感じている人が７割を占めている。 

年齢別では、「非常に不安である」と「不安である」を合わせると 80歳以上が 89.3%

と最も高く、次いで 60-64 歳が 83.3%、75-79歳が 82.4%と 8 割を超える高い割合にな

っている。 

 

[図表 189] 

  人数 割合(%) 

非常に不安である 335 22.9 

不安である 703 48.0 

あまり不安でない 221 15.1 

まったく不安でない 25 1.7 

無回答 180 12.3 

合計 1,464 100.0 

 

 

 

●年齢別不安の程度 

[図表 191] 

 

非常に
不安である

不安である
あまり

不安でない
まったく
不安でない

人数 20 11 7 3 41
割合(%) 48.8 26.8 17.1 7.3 100.0
人数 50 84 31 1 166
割合(%) 30.1 50.6 18.7 0.6 100.0
人数 62 104 39 3 208
割合(%) 29.8 50.0 18.8 1.4 100.0
人数 69 140 47 3 259
割合(%) 26.6 54.1 18.1 1.2 100.0
人数 32 82 21 2 137
割合(%) 23.4 59.9 15.3 1.5 100.0
人数 31 91 29 5 156
割合(%) 19.9 58.3 18.6 3.2 100.0
人数 23 78 25 2 128
割合(%) 18.0 60.9 19.5 1.6 100.0
人数 18 57 12 4 91
割合(%) 19.8 62.6 13.2 4.4 100.0
人数 29 54 8 2 93
割合(%) 31.2 58.1 8.6 2.2 100.0
人数 334 701 219 25 1,279
割合(%) 26.1 54.8 17.1 2.0 100.0

交通事故によるけが

合計

年齢区分 20-29歳

30-39歳

40-49歳

50-59歳

60-64歳

65-69歳

70-74歳

75-79歳

80歳以上

合計

[図表 190] 
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37.4%

学校での事故・けが

[図表 192] 

 
 

Q18-4 学校での事故・けが 

学校での事故・けがでは「非常に不安である」が 6.6%、「不安である」が 19.4%と不

安を感じている人が２割以上となっている。 

年齢別では、「非常に不安である」と「不安である」を合わせると 30-39 歳が 64.1%

と最も高く、次いで 40-49歳が 55.3%、20-29歳が 43.6%と若年層が高くなっている。 

 

 

[図表 193] 

  人数 割合(%) 

非常に不安である 97 6.6 

不安である 284 19.4 

あまり不安でない 254 17.3 

まったく不安でない 281 19.2 

無回答 548 37.4 

合計 1,464 100.0 
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合 計(1,279人)
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[図表 194] 
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●年齢別不安の程度 

[図表 195] 

 
 

[図表 196] 

 

非常に
不安である

不安である
あまり
不安でない

まったく
不安でない

人数 9 8 12 10 39
割合(%) 23.1 20.5 30.8 25.6 100.0
人数 32 70 42 15 159
割合(%) 20.1 44.0 26.4 9.4 100.0
人数 30 79 54 34 197
割合(%) 15.2 40.1 27.4 17.3 100.0
人数 13 56 68 77 214
割合(%) 6.1 26.2 31.8 36.0 100.0
人数 5 16 19 44 84
割合(%) 6.0 19.0 22.6 52.4 100.0
人数 3 22 21 46 92
割合(%) 3.3 23.9 22.8 50.0 100.0
人数 2 15 17 27 61
割合(%) 3.3 24.6 27.9 44.3 100.0
人数 3 7 8 13 31
割合(%) 9.7 22.6 25.8 41.9 100.0
人数 0 11 11 14 36
割合(%) 0.0 30.6 30.6 38.9 100.0
人数 97 284 252 280 913
割合(%) 10.6 31.1 27.6 30.7 100.0

学校での事故・けが

合計

年齢区分 20-29歳

30-39歳

40-49歳

50-59歳

60-64歳

65-69歳

70-74歳

75-79歳

80歳以上

合計

23.1

20.1

15.2

6.1

6.0

3.3

3.3

9.7

10.6

20.5

44.0

40.1

26.2

19.0

23.9

24.6

22.6

30.6

31.1

30.8

26.4

27.4

31.8

22.6

22.8

27.9

25.8

30.6

27.6

25.6

9.4

17.3

36.0

52.4

50.0

44.3

41.9

38.9

30.7

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

20-29歳( 39人)

30-39歳(159人)

40-49歳(197人)

50-59歳(214人)

60-64歳( 84人)

65-69歳( 92人)

70-74歳( 61人)

75-79歳( 31人)

80歳以上(36人)

合 計(  913人)

非常に不安である 不安である あまり不安でない まったく不安でない
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非常に

不安で

ある

7.4%

不安で

ある

27.7%

あまり

不安で

ない

25.8%

まったく

不安で

ない

10.3%

無回答

28.8%

職場での事故・けが

Q18-5 職場での事故・けが 

職場での事故・けがでは、「非常に不安である」が 7.4%、「不安である」が 27.7%と不

安を感じている人が３割以上となっている。 

年齢別では、「非常に不安である」と「不安である」を合わせると 50-59 歳が 57.0%

と最も高く、次いで 20-29歳が 56.1%となっている。 

 

[図表 197] 

  人数 割合(%) 

非常に不安である 109 7.4 

不安である 405 27.7 

あまり不安でない 377 25.8 

まったく不安でない 151 10.3 

無回答 422 28.8 

合計 1,464 100.0 

 

 

 

●年齢別不安の程度 

[図表 199] 

 

非常に
不安である

不安である
あまり

不安でない
まったく
不安でない

人数 13 10 14 4 41
割合(%) 31.7 24.4 34.1 9.8 100.0
人数 22 63 67 14 166
割合(%) 13.3 38.0 40.4 8.4 100.0
人数 24 81 84 15 204
割合(%) 11.8 39.7 41.2 7.4 100.0
人数 28 115 91 17 251
割合(%) 11.2 45.8 36.3 6.8 100.0
人数 12 47 33 21 113
割合(%) 10.6 41.6 29.2 18.6 100.0
人数 4 40 41 31 116
割合(%) 3.4 34.5 35.3 26.7 100.0
人数 2 23 22 21 68
割合(%) 2.9 33.8 32.4 30.9 100.0
人数 2 11 11 12 36
割合(%) 5.6 30.6 30.6 33.3 100.0
人数 2 15 12 15 44
割合(%) 4.5 34.1 27.3 34.1 100.0
人数 109 405 375 150 1,039
割合(%) 10.5 39.0 36.1 14.4 100.0

職場での事故・けが

合計

年齢区分 20-29歳

30-39歳

40-49歳

50-59歳

60-64歳

65-69歳

70-74歳

75-79歳

80歳以上

合計

[図表 198] 
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非常に

不安で

ある

5.1%

不安で

ある

27.9%

あまり

不安で

ない

36.1%

まったく

不安で

ない

8.3%

無回答

22.6%

余暇・スポーツでの事故・けが

[図表 200] 

 
 

Q18-6 余暇・スポーツでの事故・けが 

余暇・スポーツでの事故・けがでは、「非常に不安である」が 5.1%、「不安である」

が 27.9%と不安を感じている人が３割以上となっている。 

年齢別では、「非常に不安である」と「不安である」を合わせると 75-79 歳が 54.1%

と最も高く、次いで 30-39歳が 47.5%となっている。 

 

[図表 201] 

  人数 割合(%) 

非常に不安である 74 5.1 

不安である 409 27.9 

あまり不安でない 528 36.1 

まったく不安でない 122 8.3 

無回答 331 22.6 

合計 1,464 100.0 

 

 

 

 

 

 

31.7

13.3

11.8

11.2

10.6

3.4

2.9

5.6

4.5

10.5

24.4

38.0

39.7

45.8

41.6

34.5

33.8

30.6

34.1

39.0

34.1

40.4

41.2

36.3

29.2

35.3

32.4

30.6

27.3

36.1

9.8

8.4

7.4

6.8

18.6

26.7

30.9

33.3

34.1

14.4

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

20-29歳( 41人)

30-39歳(166人)

40-49歳(204人)

50-59歳(251人)

60-64歳(113人)

65-69歳(116人)

70-74歳( 68人)

75-79歳( 36人)

80歳以上(44人)

合 計(1,039人)

非常に不安である 不安である あまり不安でない まったく不安でない

[図表 202] 
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●年齢別不安の程度 

[図表 203] 

 

 

[図表 204] 

 

非常に
不安である

不安である
あまり
不安でない

まったく
不安でない

人数 5 12 18 7 42
割合(%) 11.9 28.6 42.9 16.7 100.0
人数 19 60 73 14 166
割合(%) 11.4 36.1 44.0 8.4 100.0
人数 17 60 119 9 205
割合(%) 8.3 29.3 58.0 4.4 100.0
人数 13 94 124 19 250
割合(%) 5.2 37.6 49.6 7.6 100.0
人数 3 49 52 16 120
割合(%) 2.5 40.8 43.3 13.3 100.0
人数 4 53 58 21 136
割合(%) 2.9 39.0 42.6 15.4 100.0
人数 4 33 45 15 97
割合(%) 4.1 34.0 46.4 15.5 100.0
人数 4 29 17 11 61
割合(%) 6.6 47.5 27.9 18.0 100.0
人数 5 18 20 9 52
割合(%) 9.6 34.6 38.5 17.3 100.0
人数 74 408 526 121 1,129
割合(%) 6.6 36.1 46.6 10.7 100.0

余暇・スポーツでの事故・けが

合計

年齢区分 20-29歳

30-39歳

40-49歳

50-59歳

60-64歳

65-69歳

70-74歳

75-79歳

80歳以上

合計

11.9

11.4

8.3

5.2

2.5

2.9

4.1

6.6

9.6

6.6

28.6

36.1

29.3

37.6

40.8

39.0

34.0

47.5

34.6

36.1

42.9

44.0

58.0

49.6

43.3

42.6

46.4

27.9

38.5

46.6

16.7

8.4

4.4

7.6

13.3

15.4

15.5

18.0

17.3

10.7

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

20-29歳( 42人)

30-39歳(166人)

40-49歳(205人)

50-59歳(250人)

60-64歳(120人)

65-69歳(136人)

70-74歳( 97人)

75-79歳( 61人)

80歳以上(52人)

合 計(1,129人)

非常に不安である 不安である あまり不安でない まったく不安でない
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非常に

不安で

ある

6.6%

不安で

ある

17.1%

あまり

不安で

ない

31.4%

まったく

不安で

ない

20.0%

無回答

24.9%

暴力（いじめ、虐待を含む）

によるけが

Q18-7 暴力（いじめ、虐待を含む）によるけが 

暴力（いじめ、虐待含む）によるけがでは、「非常に不安である」が 6.6%、「不安で

ある」が 17.1%と不安を感じている人が２割以上となっている。 

年齢別では、「非常に不安である」と「不安である」を合わせると 30-39 歳が 40.6%

と最も高く、次いで 40-49歳が 36.1%となっている。 

 

 

[図表 205] 

  人数 割合(%) 

非常に不安である 97 6.6 

不安である 250 17.1 

あまり不安でない 460 31.4 

まったく不安でない 293 20.0 

無回答 364 24.9 

合計 1,464 100.0 

 

 

●年齢別不安の程度 

[図表 207] 

 

非常に
不安である

不安である
あまり

不安でない
まったく
不安でない

人数 10 4 14 15 43
割合(%) 23.3 9.3 32.6 34.9 100.0
人数 22 45 76 22 165
割合(%) 13.3 27.3 46.1 13.3 100.0
人数 22 52 97 34 205
割合(%) 10.7 25.4 47.3 16.6 100.0
人数 19 59 106 63 247
割合(%) 7.7 23.9 42.9 25.5 100.0
人数 9 24 46 40 119
割合(%) 7.6 20.2 38.7 33.6 100.0
人数 3 27 46 50 126
割合(%) 2.4 21.4 36.5 39.7 100.0
人数 3 12 37 36 88
割合(%) 3.4 13.6 42.0 40.9 100.0
人数 4 15 16 18 53
割合(%) 7.5 28.3 30.2 34.0 100.0
人数 5 12 20 14 51
割合(%) 9.8 23.5 39.2 27.5 100.0
人数 97 250 458 292 1,097
割合(%) 8.8 22.8 41.8 26.6 100.0

暴力（いじめ、虐待を含む）によるけが

合計

年齢区分 20-29歳

30-39歳

40-49歳

50-59歳

60-64歳

65-69歳

70-74歳

75-79歳

80歳以上

合計

[図表 206] 
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非常に

不安で

ある

7.0%

不安で

ある

17.7%

あまり

不安で

ない

28.1%

まったく

不安で

ない

20.9%

無回答

26.2%

いじめや虐待による精神的苦痛

[図表 208] 

 

 

Q18-8 いじめや虐待による精神的苦痛 

いじめや虐待による精神的苦痛では、「非常に不安である」が 7.0%、「不安である」

が 17.7%と不安を感じている人が２割以上となっている。 

年齢別では、「非常に不安である」と「不安である」を合わせると 30-39 歳が 46.0%

と最も高く、次いで 40-49歳が 43.2%、20-29歳が 39.5%と若年齢層が高くなっている。 

 

[図表 209] 

  人数 割合(%) 

非常に不安である 103 7.0 

不安である 259 17.7 

あまり不安でない 412 28.1 

まったく不安でない 306 20.9 

無回答 384 26.2 

合計 1,464 100.0 

 

 

 

 

 

23.3

13.3

10.7

7.7

7.6

2.4

3.4

7.5

9.8

8.8

9.3

27.3

25.4

23.9

20.2

21.4

13.6

28.3

23.5

22.8

32.6

46.1

47.3

42.9

38.7

36.5

42.0

30.2

39.2

41.8

34.9

13.3

16.6

25.5

33.6

39.7

40.9

34.0

27.5

26.6

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

20-29歳( 43人)

30-39歳(165人)

40-49歳(205人)

50-59歳(247人)

60-64歳(119人)

65-69歳(126人)

70-74歳( 88人)

75-79歳( 53人)

80歳以上(51人)

合 計(1,097人)

非常に不安である 不安である あまり不安でない まったく不安でない

[図表 210] 
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●年齢別不安の程度 

[図表 211] 

 

 

[図表 212] 

 

非常に
不安である

不安である
あまり

不安でない
まったく
不安でない

人数 9 8 13 13 43
割合(%) 20.9 18.6 30.2 30.2 100.0
人数 24 52 66 23 165
割合(%) 14.5 31.5 40.0 13.9 100.0
人数 23 65 85 31 204
割合(%) 11.3 31.9 41.7 15.2 100.0
人数 26 50 104 64 244
割合(%) 10.7 20.5 42.6 26.2 100.0
人数 6 27 39 43 115
割合(%) 5.2 23.5 33.9 37.4 100.0
人数 5 23 42 55 125
割合(%) 4.0 18.4 33.6 44.0 100.0
人数 3 13 29 40 85
割合(%) 3.5 15.3 34.1 47.1 100.0
人数 4 10 13 22 49
割合(%) 8.2 20.4 26.5 44.9 100.0
人数 3 11 18 15 47
割合(%) 6.4 23.4 38.3 31.9 100.0
人数 103 259 409 306 1,077
割合(%) 9.6 24.0 38.0 28.4 100.0

いじめや虐待による精神的苦痛

合計

年齢区分 20-29歳

30-39歳

40-49歳

50-59歳

60-64歳

65-69歳

70-74歳

75-79歳

80歳以上

合計

20.9

14.5

11.3

10.7

5.2

4.0

3.5

8.2

6.4

9.6

18.6

31.5

31.9

20.5

23.5

18.4

15.3

20.4

23.4

24.0

30.2

40.0

41.7

42.6

33.9

33.6

34.1

26.5

38.3

38.0

30.2

13.9

15.2

26.2

37.4

44.0

47.1

44.9

31.9

28.4

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

20-29歳( 43人)

30-39歳(165人)

40-49歳(204人)

50-59歳(244人)

60-64歳(115人)

65-69歳(125人)

70-74歳( 85人)

75-79歳( 49人)

80歳以上(47人)

合 計(1,077人)

非常に不安である 不安である あまり不安でない まったく不安でない
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非常に

不安で

ある

16.0%

不安で

ある

39.3%

あまり

不安で

ない

23.4%

まったく

不安で

ない

4.5%

無回答

16.9%

犯罪にまきこまれること

Q18-9 犯罪にまきこまれること 

犯罪にまきこまれることでは、「非常に不安である」が 16.0%、「不安である」が 39.3%

と不安を感じている人が５割以上である。 

年齢別では、「非常に不安である」と「不安である」を合わせると 75-79 歳が 72.6%

と最も高く、次いで 30-39 歳が 71.7%、40-49歳が 70.3%と 7 割を超える高い割合にな

っている。 

  

[図表 213] 

  人数 割合(%) 

非常に不安である 234 16.0 

不安である 575 39.3 

あまり不安でない 342 23.4 

まったく不安でない 66 4.5 

無回答 247 16.9 

合計 1,464 100.0 

 

 

●年齢別不安の程度 

[図表 215] 

 

非常に
不安である

不安である
あまり

不安でない
まったく
不安でない

人数 14 14 11 4 43
割合(%) 32.6 32.6 25.6 9.3 100.0
人数 45 74 44 3 166
割合(%) 27.1 44.6 26.5 1.8 100.0
人数 41 106 55 7 209
割合(%) 19.6 50.7 26.3 3.3 100.0
人数 46 130 74 6 256
割合(%) 18.0 50.8 28.9 2.3 100.0
人数 23 56 47 7 133
割合(%) 17.3 42.1 35.3 5.3 100.0
人数 18 75 40 16 149
割合(%) 12.1 50.3 26.8 10.7 100.0
人数 13 51 37 11 112
割合(%) 11.6 45.5 33.0 9.8 100.0
人数 14 39 13 7 73
割合(%) 19.2 53.4 17.8 9.6 100.0
人数 19 29 19 5 72
割合(%) 26.4 40.3 26.4 6.9 100.0
人数 233 574 340 66 1,213
割合(%) 19.2 47.3 28.0 5.4 100.0

犯罪にまきこまれること

合計

年齢区分 20-29歳

30-39歳

40-49歳

50-59歳

60-64歳

65-69歳

70-74歳

75-79歳

80歳以上

合計

[図表 214] 
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ある

18.9%

不安で

ある
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あまり

不安で

ない

23.9%
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ない

3.0% 無回答

14.8%

火災にまきこまれること

[図表 216] 

 

 

Q18-10 火災にまきこまれること 

火災にまきこまれることでは、「非常に不安である」が 18.9%、「不安である」が 39.4%

と不安を感じている人が６割近くを占めている。 

年齢別では、「非常に不安である」と「不安である」を合わせると 80歳以上が 85.2%

と最も高く、次いで 75-79歳が 79.8%と高年齢者層が高くなっている。 

 

  

[図表 217] 

  人数 割合(%) 

非常に不安である 276 18.9 

不安である 577 39.4 

あまり不安でない 350 23.9 

まったく不安でない 44 3.0 

無回答 217 14.8 

合計 1,464 100.0 

 

 

 

 

 

32.6

27.1

19.6

18.0

17.3

12.1

11.6

19.2

26.4

19.2

32.6

44.6

50.7

50.8

42.1

50.3

45.5

53.4

40.3

47.3

25.6

26.5

26.3

28.9

35.3

26.8

33.0

17.8

26.4

28.0

9.3

1.8

3.3

2.3

5.3

10.7

9.8

9.6

6.9

5.4

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

20-29歳( 43人)

30-39歳(166人)

40-49歳(209人)

50-59歳(256人)

60-64歳(133人)

65-69歳(149人)

70-74歳(112人)

75-79歳( 73人)

80歳以上(72人)

合 計(1,213人)

非常に不安である 不安である あまり不安でない まったく不安でない

[図表 218] 
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●年齢別不安の程度 

[図表 219] 

 

 

[図表 220] 

 

非常に
不安である

不安である
あまり

不安でない
まったく
不安でない

人数 13 6 19 4 42
割合(%) 31.0 14.3 45.2 9.5 100.0
人数 45 67 52 2 166
割合(%) 27.1 40.4 31.3 1.2 100.0
人数 43 94 66 5 208
割合(%) 20.7 45.2 31.7 2.4 100.0
人数 54 127 74 2 257
割合(%) 21.0 49.4 28.8 0.8 100.0
人数 29 59 44 5 137
割合(%) 21.2 43.1 32.1 3.6 100.0
人数 29 75 38 11 153
割合(%) 19.0 49.0 24.8 7.2 100.0
人数 16 62 32 9 119
割合(%) 13.4 52.1 26.9 7.6 100.0
人数 18 45 12 4 79
割合(%) 22.8 57.0 15.2 5.1 100.0
人数 28 41 10 2 81
割合(%) 34.6 50.6 12.3 2.5 100.0
人数 275 576 347 44 1,242
割合(%) 22.1 46.4 27.9 3.5 100.0

火災にまきこまれること

合計

年齢区分 20-29歳

30-39歳

40-49歳

50-59歳

60-64歳

65-69歳

70-74歳

75-79歳

80歳以上

合計

31.0

27.1

20.7

21.0

21.2

19.0

13.4

22.8

34.6

22.1

14.3

40.4

45.2

49.4

43.1

49.0

52.1

57.0

50.6

46.4

45.2

31.3

31.7

28.8

32.1

24.8

26.9

15.2

12.3

27.9

9.5

1.2

2.4

0.8

3.6

7.2

7.6

5.1

2.5

3.5

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

20-29歳( 42人)

30-39歳(166人)

40-49歳(208人)

50-59歳(257人)

60-64歳(137人)

65-69歳(153人)

70-74歳(119人)

75-79歳( 79人)

80歳以上(81人)

合 計(1,242人)

非常に不安である 不安である あまり不安でない まったく不安でない
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ある

27.4%

不安で

ある

42.3%

あまり

不安で

ない

15.2%

まったく

不安で

ない

1.8%

無回答

13.3%

自然災害にまきこまれること

Q18-11 自然災害にまきこまれること 

自然災害にまきこまれることでは、「非常に不安である」が 27.4%、「不安である」が

42.3%と不安を感じている人が約７割を占めている。 

年齢別では、「非常に不安である」と「不安である」を合わせると 80歳以上が 87.6%

と最も高く、次いで 30-39歳が 86.8%と 8割を超える高い割合になっている。 

 

[図表 221] 

  人数 割合(%) 

非常に不安である 401 27.4 

不安である 620 42.3 

あまり不安でない 222 15.2 

まったく不安でない 27 1.8 

無回答 194 13.3 

合計 1,464 100.0 

 

 

 

●年齢別不安の程度 

[図表 223] 

 

非常に
不安である

不安である
あまり

不安でない
まったく
不安でない

人数 17 15 9 2 43
割合(%) 39.5 34.9 20.9 4.7 100.0
人数 68 76 21 1 166
割合(%) 41.0 45.8 12.7 0.6 100.0
人数 66 98 43 2 209
割合(%) 31.6 46.9 20.6 1.0 100.0
人数 84 121 48 3 256
割合(%) 32.8 47.3 18.8 1.2 100.0
人数 37 68 29 4 138
割合(%) 26.8 49.3 21.0 2.9 100.0
人数 38 89 27 5 159
割合(%) 23.9 56.0 17.0 3.1 100.0
人数 31 65 20 3 119
割合(%) 26.1 54.6 16.8 2.5 100.0
人数 22 45 15 4 86
割合(%) 25.6 52.3 17.4 4.7 100.0
人数 36 42 8 3 89
割合(%) 40.4 47.2 9.0 3.4 100.0
人数 399 619 220 27 1,265
割合(%) 31.5 48.9 17.4 2.1 100.0

自然災害にまきこまれること

合計

年齢区分 20-29歳

30-39歳

40-49歳

50-59歳

60-64歳

65-69歳

70-74歳

75-79歳

80歳以上

合計

[図表 222] 
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非常に

不安で

ある

31.9%

不安で

ある

33.2%

あまり

不安で

ない

18.6%

まったく

不安で

ない

2.7%
無回答

13.6%

原子力災害に伴う

放射線による健康被害

[図表 224] 

 

 

Q18-12 原子力災害に伴う放射線による健康被害 

原子力災害に伴う放射線による健康被害では、「非常に不安である」が 31.9%、「不安

である」が 33.2%と不安を感じている人が６割以上である。 

年齢別では、「非常に不安である」と「不安である」を合わせると 75-79 歳が 78.3%

と最も高く、次いで 30-39歳が 77.8%となっており、20-29歳を除く年齢層で 7割を上

回っている。 

 

[図表 225] 

  人数 割合(%) 

非常に不安である 467 31.9 

不安である 486 33.2 

あまり不安でない 272 18.6 

まったく不安でない 40 2.7 

無回答 199 13.6 

合計 1,464 100.0 

 

 

 

 

39.5

41.0

31.6

32.8

26.8

23.9

26.1

25.6

40.4

31.5

34.9

45.8

46.9

47.3

49.3

56.0

54.6

52.3

47.2

48.9

20.9

12.7

20.6

18.8

21.0

17.0

16.8

17.4

9.0

17.4

4.7

0.6

1.0

1.2

2.9

3.1

2.5

4.7

3.4

2.1

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

20-29歳( 43人)

30-39歳(166人)

40-49歳(209人)

50-59歳(256人)

60-64歳(138人)

65-69歳(159人)

70-74歳(119人)

75-79歳( 86人)

80歳以上(89人)

合 計(1,265人)

非常に不安である 不安である あまり不安でない まったく不安でない

[図表 226] 
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●年齢別不安の程度 

[図表 227] 

 

 

[図表 228] 

 

非常に
不安である

不安である
あまり

不安でない
まったく
不安でない

人数 17 9 14 3 43
割合(%) 39.5 20.9 32.6 7.0 100.0
人数 73 57 34 3 167
割合(%) 43.7 34.1 20.4 1.8 100.0
人数 83 75 45 6 209
割合(%) 39.7 35.9 21.5 2.9 100.0
人数 101 97 54 6 258
割合(%) 39.1 37.6 20.9 2.3 100.0
人数 47 51 33 5 136
割合(%) 34.6 37.5 24.3 3.7 100.0
人数 47 72 33 4 156
割合(%) 30.1 46.2 21.2 2.6 100.0
人数 41 50 28 4 123
割合(%) 33.3 40.7 22.8 3.3 100.0
人数 28 37 13 5 83
割合(%) 33.7 44.6 15.7 6.0 100.0
人数 28 36 16 4 84
割合(%) 33.3 42.9 19.0 4.8 100.0
人数 465 484 270 40 1,259
割合(%) 36.9 38.4 21.4 3.2 100.0

原子力災害に伴う放射線による健康被害

合計

年齢区分 20-29歳

30-39歳

40-49歳

50-59歳

60-64歳

65-69歳

70-74歳

75-79歳

80歳以上

合計

39.5

43.7

39.7

39.1

34.6

30.1

33.3

33.7

33.3

36.9

20.9

34.1

35.9

37.6

37.5

46.2

40.7

44.6

42.9

38.4

32.6

20.4

21.5

20.9

24.3

21.2

22.8

15.7

19.0

21.4

7.0

1.8

2.9

2.3

3.7

2.6

3.3

6.0

4.8

3.2

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

20-29歳( 43人)

30-39歳(167人)

40-49歳(209人)

50-59歳(258人)

60-64歳(136人)

65-69歳(156人)

70-74歳(123人)

75-79歳( 83人)

80歳以上(84人)

合 計(1,259人)

非常に不安である 不安である あまり不安でない まったく不安でない
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Q18-13 その他 

その他では、「高齢による１人暮らしが不安」や「オレオレ詐欺」という回答が複数

件あり、他項目の質問に対する不安を細かく記載する人も多く見受けられた。 

 

[図表 229] 

  人数 割合(%) 

非常に不安である 36 2.5 

不安である 25 1.7 

あまり不安でない 0 0.0 

まったく不安でない 0 0.0 

無回答 1,403 95.8 

合計 1,464 100.0 

 

●全項目における不安の程度の一覧表 

[図表 230] 

 

 

 

 

 

 

非常に
不安である

不安である
あまり

不安でない
まったく
不安でない

無回答 合計

人数 150 501 526 118 169 1,464
割合(%) 10.2 34.2 35.9 8.1 11.5 100.0
人数 173 580 466 68 177 1,464
割合(%) 11.8 39.6 31.8 4.6 12.1 100.0
人数 335 703 221 25 180 1,464
割合(%) 22.9 48.0 15.1 1.7 12.3 100.0
人数 97 284 254 281 548 1,464
割合(%) 6.6 19.4 17.3 19.2 37.4 100.0
人数 109 405 377 151 422 1,464
割合(%) 7.4 27.7 25.8 10.3 28.8 100.0
人数 74 409 528 122 331 1,464
割合(%) 5.1 27.9 36.1 8.3 22.6 100.0
人数 97 250 460 293 364 1,464
割合(%) 6.6 17.1 31.4 20.0 24.9 100.0
人数 103 259 412 306 384 1,464
割合(%) 7.0 17.7 28.1 20.9 26.2 100.0
人数 234 575 342 66 247 1,464
割合(%) 16.0 39.3 23.4 4.5 16.9 100.0
人数 276 577 350 44 217 1,464
割合(%) 18.9 39.4 23.9 3.0 14.8 100.0
人数 401 620 222 27 194 1,464
割合(%) 27.4 42.3 15.2 1.8 13.3 100.0
人数 467 486 272 40 199 1,464
割合(%) 31.9 33.2 18.6 2.7 13.6 100.0

外出時の転倒・転落等による事故・けが

交通事故によるけが

学校での事故・けが

職場での事故・けが

余暇・スポーツでの事故・けが

こ
れ
か
ら
５
年
間
に
事
故
や
犯
罪
、

災
害
に
対
す
る
不
安
の
程
度
に
つ
い
て

暴力（いじめ、虐待を含む）によるけが

いじめや虐待による精神的苦痛

犯罪にまきこまれること

火災にまきこまれること

自然災害にまきこまれること

原子力災害に伴う放射線による健康被害

自宅での転倒・転落等による事故・けが
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[図表 231] 

 

 

●不安の大きさにおける順位 

順 位 項 目 割合(%)※ 

1 交通事故によるけが 70.9 

2 自然災害にまきこまれること 69.7 

3 原子力災害に伴う放射線による健康被害 65.1 

4 火災にまきこまれること 58.3 

5 犯罪にまきこまれること 55.3 

6 外出時の転倒・転落等による事故・けが 51.4 

7 自宅での転倒・転落等による事故・けが 44.4 

8 職場での事故・けが 35.1 

9 余暇・スポーツでの事故・けが 33.0 

10 学校での事故・けが 26.0 

11 いじめや虐待による精神的苦痛 24.7 

12 暴力（いじめ、虐待を含む）によるけが 23.7 

（※割合 =「非常に不安である」+「不安である」） 

 

 

 

10.2

11.8

22.9

6.6

7.4

5.1

6.6

7.0

16.0

18.9

27.4

31.9

34.2

39.6

48.0

19.4

27.7

27.9

17.1

17.7

39.3

39.4

42.3

33.2

35.9

31.8

15.1

17.3

25.8

36.1

31.4

28.1

23.4

23.9

15.2

18.6

8.1

4.6

1.7

19.2

10.3

8.3

20.0

20.9

4.5

3.0

1.8

2.7

11.5

12.1

12.3

37.4

28.8

22.6

24.9

26.2

16.9

14.8

13.3

13.6

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

自宅での転倒・転落等による事故・けが

外出時の転倒・転落等による事故・けが

交通事故によるけが

学校での事故・けが

職場での事故・けが

余暇・スポーツでの事故・けが

暴力（いじめ、虐待を含む）によるけが

いじめや虐待による精神的苦痛

犯罪にまきこまれること

火災にまきこまれること

自然災害にまきこまれること

原子力災害に伴う放射線による健康被害

非常に不安である 不安である あまり不安でない まったく不安でない 無回答
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男

44.7%

女

54.2%

無回答

1.1%
性別

はい

56.8%

いいえ

41.1%

無回答

2.0%

世帯票記入者

郡山市アンケート調査 個人票集計 回答者 2,644人 

 

Q1 世帯票記入者について 

世帯票記入者以外の割合は、41.1%と約４割

となっている。 

 

 

[図表 1] 

  人数 割合(%) 

はい 1,502 56.8 

いいえ 1,088 41.1 

無回答 54 2.0 

合計 2,644 100.0 

 

 

Q2 性別について 

性別の割合は、男性 44.7%、女性 54.2%とな

っている。 

  

[図表 3] 

  人数 割合(%) 

男 1,182 44.7 

女 1,434 54.2 

無回答 28 1.1 

合計 2,644 100.0 

 

 

 

Q3 年齢区分について 

年齢区分では、「50-59歳」が 18.1%と最も高く、次いで「40-49歳」が 15.8%、「30-39

歳」が 13.0%となっている。 

 

 

 

 

[図表 2] 

[図表 4] 
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20-29歳

7.8%

30-39歳

13.0%

40-49歳

15.8%

50-59歳

18.1%

60-64歳

9.6%

65-69歳

10.7%

70-74歳

10.0%

75-79歳

6.4%

80歳以上

7.6%

無回答

0.9%

年齢区分

就労して

いる

56.1%

就労して

いない

41.9%

無回答

2.0%
就労

主婦

45.1%

学生

4.2%

その他

26.1%

無回答

24.7%

就労なしの内訳

[図表 5] 

  人数 割合(%) 

20-29歳 205 7.8 

30-39歳 344 13.0 

40-49歳 417 15.8 

50-59歳 479 18.1 

60-64歳 255 9.6 

65-69歳 284 10.7 

70-74歳 264 10.0 

75-79歳 169 6.4 

80歳以上 202 7.6 

無回答 25 0.9 

合計 2,644 100.0 

 

Q4 就労の有無とその内訳について 

就労の有無では、「就労している」が 56.1%、

「就労していない」が 41.9%となっている。 

 

[図表 7] 

  人数 割合(%) 

就労している 1,483 56.1 

就労していない 1,107 41.9 

無回答 54 2.0 

合計 2,644 100.0 

 

Q4-1 就労なしの内訳 

  

[図表 9] 

  人数 割合(%) 

主婦 499 45.1 

学生 46 4.2 

その他 289 26.1 

無回答 273 24.7 

合計 1,107 100.0 

 

[図表 6] 

[図表 8] 

[図表 10] 
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0人

3.4%

1人

9.9%

2人

20.5%

3人

24.2%

4人

9.3%

5人

10.9%

6人以上

19.8%

無回答

2.1%

気軽に相談できる人の人数

0人

3.5%

1人

18.9%

2人

26.4%
3人

24.1%

4人

8.9%

5人

6.7%

6人以上

9.9%

無回答

1.6%

手助けしてくれる人の人数

Q5 気軽に相談できる人の人数について 

気軽に相談できる人の人数では、「３人」が 24.2%と最も高く、次いで「２人」が 20.5%

となっているが、「０人」という人も 3.4%見受けられた。 

 

[図表 11] 

  人数 割合(%) 

0人 89 3.4 

1人 262 9.9 

2人 541 20.5 

3人 641 24.2 

4人 245 9.3 

5人 288 10.9 

6人以上 523 19.8 

無回答 55 2.1 

合計 2,644 100.0 

 

Q6 けがや病気の時、身の回りの手助けをしてくれる人の人数について 

けがや病気の時、身の回りの手助けをしてくれる人の人数では、「２人」が 26.4%と

最も高く、次いで「３人」が 24.1%となっているが、「０人」という人も 3.5%見受けら

れた。 

 

[図表 13] 

  人数 割合(%) 

0人 93 3.5 

1人 499 18.9 

2人 698 26.4 

3人 636 24.1 

4人 236 8.9 

5人 177 6.7 

6人以上 263 9.9 

無回答 42 1.6 

合計 2,644 100.0 

 

 

 

[図表 12] 

[図表 14] 
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1年未満

0.5%
1～5年

1.7%

6～10年

4.2%

11～20年

18.1%

21年以上

74.5%

無回答

1.0%

居住年数

強く

感じる

17.3%

感じる

51.6%

どちらと

もいえな

い

23.6%

感じない

4.7%

まったく

感じない

1.6%

無回答

1.2%

地域の暮らしの愛着度

Q7 居住年数について 

居住年数は、「21年以上」が 74.5%と最も高く、次いで「11～20年」が 18.1%と居住

年数の長い世帯の割合が高くなっている。 

 

[図表 15] 

  人数 割合(%) 

1年未満 13 0.5 

1～5年 45 1.7 

6～10年 111 4.2 

11～20年 478 18.1 

21年以上 1,971 74.5 

無回答 26 1.0 

合計 2,644 100.0 

 

 

Q8 地域の暮らしの愛着度について 

地域の暮らしの愛着度は、「感じる」が 51.6%

と最も高く、「強く感じる」の 17.3%を合わせ

ると約 7 割が地域の暮らしに愛着を感じてい

る。 

 

[図表 17] 

  人数 割合(%) 

強く感じる 457 17.3 

感じる 1,365 51.6 

どちらともいえない 625 23.6 

感じない 124 4.7 

まったく感じない 41 1.6 

無回答 32 1.2 

合計 2,644 100.0 

 

 

 

 

 

[図表 16] 

[図表 18] 
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●年齢別愛着度 

 全体で約 7割が地域の暮らしに愛着を感じ、高年齢層になるほど割合が高くなってい

る。 

[図表 19] 

 
 

[図表 20] 

 

強く感じる 感じる
どちらとも
いえない

感じない
まったく
感じない

人数 30 86 64 21 4 205
割合(%) 14.6 42.0 31.2 10.2 2.0 100.0
人数 32 177 99 23 11 342
割合(%) 9.4 51.8 28.9 6.7 3.2 100.0
人数 73 219 101 15 9 417
割合(%) 17.5 52.5 24.2 3.6 2.2 100.0
人数 63 253 126 29 6 477
割合(%) 13.2 53.0 26.4 6.1 1.3 100.0
人数 46 142 54 9 4 255
割合(%) 18.0 55.7 21.2 3.5 1.6 100.0
人数 47 158 65 11 2 283
割合(%) 16.6 55.8 23.0 3.9 0.7 100.0
人数 65 132 57 8 2 264
割合(%) 24.6 50.0 21.6 3.0 0.8 100.0
人数 47 85 26 3 3 164
割合(%) 28.7 51.8 15.9 1.8 1.8 100.0
人数 52 113 32 5 0 202
割合(%) 25.7 55.9 15.8 2.5 0.0 100.0
人数 455 1,365 624 124 41 2,609
割合(%) 17.4 52.3 23.9 4.8 1.6 100.0

地域の暮らしの愛着度

合計

年齢区分 20-29歳

30-39歳

40-49歳

50-59歳

60-64歳

65-69歳

70-74歳

75-79歳

80歳以上

合計

14.6

9.4

17.5

13.2

18.0

16.6

24.6

28.7

25.7

17.4

42.0

51.8

52.5

53.0

55.7

55.8

50.0

51.8

55.9

52.3

31.2

28.9

24.2

26.4

21.2

23.0

21.6

15.9

15.8

23.9

10.2

6.7

3.6

6.1

3.5

3.9

3.0

1.8

2.5

4.8

2.0

3.2

2.2

1.3

1.6

0.7

0.8

1.8

1.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

20-29歳( 205人)

30-39歳( 342人)

40-49歳( 417人)

50-59歳( 477人)

60-64歳( 255人)

65-69歳( 283人)

70-74歳( 264人)

75-79歳( 164人)

80歳以上(202人)

合 計(2,609人)

強く感じる 感じる どちらともいえない 感じない まったく感じない
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非常に

満足

5.6%

満足

44.9%

どちらと

もいえな

い

36.8%

満足して

いない

9.5%

まったく

満足して

いない

2.0%

無回答

1.1%

地域の暮らしの満足度

Q9 地域の暮らしの満足度について 

地域の暮らしの満足度は、「満足」が 44.9%と最も高く、「非常に満足」の 5.6%を合わ

せると５割を占めている。 

 

[図表 21] 

  人数 割合(%) 

非常に満足 149 5.6 

満足 1,188 44.9 

どちらとも 

いえない 
974 36.8 

満足していない 251 9.5 

まったく 

満足していない 
52 2.0 

無回答 30 1.1 

合計 2,644 100.0 

 

 

●年齢別満足度 

 60歳以上の世代では、半数以上が地域の暮らしに満足している。 

[図表 23] 

 

非常に満足 満足
どちらとも
いえない

満足して
いない

まったく
満足して
いない

人数 14 67 93 25 6 205
割合(%) 6.8 32.7 45.4 12.2 2.9 100.0
人数 5 145 141 44 8 343
割合(%) 1.5 42.3 41.1 12.8 2.3 100.0
人数 25 176 159 43 14 417
割合(%) 6.0 42.2 38.1 10.3 3.4 100.0
人数 17 180 211 58 13 479
割合(%) 3.5 37.6 44.1 12.1 2.7 100.0
人数 13 120 98 19 4 254
割合(%) 5.1 47.2 38.6 7.5 1.6 100.0
人数 11 143 103 24 2 283
割合(%) 3.9 50.5 36.4 8.5 0.7 100.0
人数 33 130 78 21 2 264
割合(%) 12.5 49.2 29.5 8.0 0.8 100.0
人数 14 97 44 7 2 164
割合(%) 8.5 59.1 26.8 4.3 1.2 100.0
人数 17 129 45 10 1 202
割合(%) 8.4 63.9 22.3 5.0 0.5 100.0
人数 149 1,187 972 251 52 2,611
割合(%) 5.7 45.5 37.2 9.6 2.0 100.0

地域の暮らしの満足度

合計

年齢区分 20-29歳

30-39歳

40-49歳

50-59歳

60-64歳

65-69歳

70-74歳

75-79歳

80歳以上

合計

[図表 22] 
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強くそう

思う

2.8%

そう思う

35.2%

どちらと

もいえな

い

41.6%

そう

思わない

12.5%

まったく

そう思わ

ない

1.7%

無回答

6.2%

地域での暮らしの安全・安心度

[図表 24] 

 

 

Q10 地域の暮らしの安全・安心度について 

地域の暮らしの安全・安心度は、「どちらともいえない」が 41.6%と最も高くなって

いる。 

 

[図表 25] 

  人数 割合(%) 

強くそう思う 74 2.8 

そう思う 932 35.2 

どちらともいえない 1,100 41.6 

そう思わない 331 12.5 

まったくそう思わない 44 1.7 

無回答 163 6.2 

合計 2,644 100.0 
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37.6

47.2

50.5

49.2

59.1

63.9

45.5

45.4

41.1

38.1

44.1

38.6

36.4

29.5

26.8

22.3

37.2

12.2

12.8

10.3

12.1

7.5

8.5

8.0

4.3

5.0

9.6

2.9

2.3

3.4

2.7

1.6

0.7

0.8

1.2

0.5

2.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

20-29歳( 205人)

30-39歳( 343人)

40-49歳( 417人)

50-59歳( 479人)

60-64歳( 254人)

65-69歳( 283人)

70-74歳( 264人)

75-79歳( 164人)

80歳以上(202人)

合 計(2,611人)

非常に満足 満足 どちらともいえない 満足していない まったく満足していない

[図表 26] 
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●年齢別安全・安心度 

 60歳以上の世代では、半数以上が地域の暮らしに安全と安心を感じている。 

[図表 27] 

 

 

[図表 28] 

 

 

強く
そう思う

そう思う
どちらとも
いえない

そう
思わない

まったく
そう思わない

人数 6 57 109 27 2 201
割合(%) 3.0 28.4 54.2 13.4 1.0 100.0
人数 2 100 162 63 10 337
割合(%) 0.6 29.7 48.1 18.7 3.0 100.0
人数 13 136 180 62 9 400
割合(%) 3.3 34.0 45.0 15.5 2.3 100.0
人数 5 136 236 74 10 461
割合(%) 1.1 29.5 51.2 16.1 2.2 100.0
人数 7 101 99 27 8 242
割合(%) 2.9 41.7 40.9 11.2 3.3 100.0
人数 6 115 110 27 3 261
割合(%) 2.3 44.1 42.1 10.3 1.1 100.0
人数 16 119 79 20 1 235
割合(%) 6.8 50.6 33.6 8.5 0.4 100.0
人数 6 74 52 14 1 147
割合(%) 4.1 50.3 35.4 9.5 0.7 100.0
人数 13 87 62 13 0 175
割合(%) 7.4 49.7 35.4 7.4 0.0 100.0
人数 74 925 1,089 327 44 2,459
割合(%) 3.0 37.6 44.3 13.3 1.8 100.0

地域の暮らしの安全・安心度

合計

年齢区分 20-29歳

30-39歳

40-49歳

50-59歳

60-64歳

65-69歳

70-74歳

75-79歳

80歳以上

合計
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41.7

44.1
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50.3

49.7

37.6

54.2

48.1

45.0

51.2

40.9

42.1

33.6

35.4

35.4

44.3

13.4

18.7

15.5

16.1

11.2

10.3

8.5

9.5

7.4

13.3

1.0

3.0

2.3

2.2

3.3

1.1

0.4

0.7

1.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

20-29歳( 201人)

30-39歳( 337人)

40-49歳( 400人)

50-59歳( 461人)

60-64歳( 242人)

65-69歳( 261人)

70-74歳( 235人)

75-79歳( 147人)

80歳以上(175人)

合 計(2,459人)

強くそう思う そう思う どちらともいえない そう思わない まったくそう思わない
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Q11 不安に感じている事柄について 回答者 1,595人 複数回答 

不安に感じている事柄は、「交通事故によるけが」が 55.6%と最も高く、次いで「原

子力災害に伴う放射線による健康被害」が 52.7%、「自然災害にまきこまれること」が

49.8%となっている。 

 

[図表 29] 

  人数 割合(%) 

自宅での転倒・転落等の事故・けが 399 16.1 

外出時の転倒・転落等の事故・けが 588 23.8 

交通事故によるけが 1,375 55.6 

学校での事故・けが 70 2.8 

職場での事故・けが 217 8.8 

余暇・スポーツでの事故・けが 116 4.7 

暴力(いじめ、虐待を含む)によるけが 91 3.7 

いじめや虐待による精神的苦痛 166 6.7 

犯罪にまきこまれること 867 35.0 

火災にまきこまれること 495 20.0 

自然災害にまきこまれること 1,233 49.8 

原子力災害に伴う放射線による健康被害 1,304 52.7 

その他 115 4.6 

 

[図表 30] 
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自宅での転倒・転落等の事故・けが

外出時の転倒・転落等の事故・けが

交通事故によるけが

学校での事故・けが

職場での事故・けが

余暇・スポーツでの事故・けが

暴力(いじめ、虐待を含む)によるけが

いじめや虐待による精神的苦痛

犯罪にまきこまれること

火災にまきこまれること

自然災害にまきこまれること

原子力災害に伴う放射線による健康被害

その他

不安に感じている事柄について 回答者1,595人 複数回答
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Q12 地域活動への参加状況について 回答者 1,586人 複数回答 

地域活動への参加状況は、「町内会、自治会等の活動」が 61.6%と最も高く、次いで

「趣味やスポーツなどのサークル活動」が 33.0%、「お祭りなどの地域の行事」が 29.7%

となっている。 

 

[図表 31] 

  人数 割合(%) 

町内会、自治会等の活動 982 61.6 

ＰＴＡ・子ども会、老人クラブなど 399 25.0 

趣味やスポーツなどのサークル活動 527 33.0 

ＮＰＯ、その他の市民活動 53 3.3 

お祭りなどの地域の行事 474 29.7 

その他 75 4.7 

 

[図表 32] 

 

 

 

 

 

 

 

61.6

25.0

33.0

3.3
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4.7
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町内会、自治会等の活動

ＰＴＡ・子ども会、老人クラブなど

趣味やスポーツなどのサークル活動

ＮＰＯ、その他の市民活動

お祭りなどの地域の行事

その他

地域活動への参加状況 回答者1,586人 複数回答
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Q13 地域におけるつきあいについて 

地域におけるつきあいは、「地域の人たちと互いに相談しあうことはないが、世間話

や立ち話をする」が 38.4%と最も高く、次いで「地域の人たちと会話はほとんどしない

が、あいさつはかわす」が 36.6%となっている。 

 

[図表 33] 

  人数 割合(%) 

地域の人たちと互いに相談しあうような、 

生活面での協力関係がある 
310 11.7 

地域の人たちと互いに相談しあうことはないが、 

世間話や立ち話をする 
1,014 38.4 

地域の人たちと会話はほとんどしないが、 

あいさつはかわす 
968 36.6 

ほとんどつきあいはなく、 

あいさつもまれにしかしない 
223 8.4 

無回答 129 4.9 

合計 2,644 100.0 

 

[図表 34] 
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自動車

75.0%

電車・

バス・

タクシー

6.0%

バイク

・原付

0.9% 自転車

7.5%

徒歩

6.0%

無回答

4.5%
交通手段

とても

良い

7.6%

良い

29.6%

まあまあ

良い

38.1%

少し悪い

15.5%

悪い

4.8%

とても

悪い

1.1%

無回答

3.2%

過去１ヶ月の健康状態

Q14 交通手段について 

交通手段は、「自動車」が 75.0%と最も高く、次いで「自転車」が 7.5%、「電車・バス・

タクシー」と「徒歩」が 6.0%、「バイク・原付」が 0.9%となっている。 

 

[図表 35] 

  人数 割合(%) 

自動車 1,984 75.0 

電車・バス・ 

タクシー 
159 6.0 

バイク・原付 25 0.9 

自転車 199 7.5 

徒歩 158 6.0 

無回答 119 4.5 

合計 2,644 100.0 

 

 

Q15 過去１ヶ月の健康状態について 

過去１ヶ月の健康状態は、「まあまあ良い」が 38.1%と最も高く、次いで「良い」が

29.6%となっている。「とても良い」の 7.6%を合わせると７割以上が良好である。 

 

 

[図表 37] 

  人数 割合(%) 

とても良い 202 7.6 

良い 783 29.6 

まあまあ良い 1,007 38.1 

少し悪い 410 15.5 

悪い 127 4.8 

とても悪い 30 1.1 

無回答 85 3.2 

合計 2,644 100.0 

 

 

 

 

[図表 36] 

[図表 38] 
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7.6%
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ない

30.8%
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あった

41.6%
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あった

5.4%

無回答

3.1%

過去１ヶ月の悩みごとでの不安や、

気分の落ち込みについて

Q16 過去１ヶ月の悩みごとでの不安や、気分の落ち込みについて 

過去１ヶ月の悩みごとでの不安や気分の落ち込み状況は、「少しあった」が 41.6%と

最も高く、「よくあった」が 11.5%、これらに「かなりあった」の 5.4%を合わせると、

約６割が不安や落ち込みを経験している。 

 

[図表 39] 

  人数 割合(%) 

まったくない 201 7.6 

ほとんどない 815 30.8 

少しあった 1,099 41.6 

よくあった 305 11.5 

かなりあった 143 5.4 

無回答 81 3.1 

合計 2,644 100.0 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[図表 40] 
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資料 アンケート調査票 
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